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令和２年 第１回太子町議会定例会会議録 

 

令和２年３月３日（火） 午前 ９時３０分開会 

 

◎出席議員（１０名） 

  １番  羽 山 茂 男 君        ６番  西 田 いく子 君 

  ２番  中 村 直 幸 君        ７番  山 田   強 君 

  ３番   本   馨 君        ８番  寺 町 幸 雄 君 

  ４番  村 井 浩 二 君       １０番  建 石 良 明 君 

  ５番  阪 口   寛 君       １１番  森 田 忠 彦 君 

 

◎欠席議員（なし） 

 

◎地方自治法第１２１条の規定により、本会議に説明のために出席した者の職氏名 

 町 長  浅 野 克 己 君    住民人権課長  米 田 正 径 君 

 副 町 長  松 村 勝 之 君    危機管理課長  村 上 正 規 君 

 教 育 長  勝 良 憲 治 君    観光産業課長  西 本 武 史 君 

 総 務 部 長  今 川 新 八 君    地域整備課長  小 角 孝 彦 君 

 まちづくり推進部長  浅 野 達 雄 君    生活環境課長  浅 井 尚 和 君 

 健康福祉部長  横 田   勝 君    子育て支援課長  小 路 展 裕 君 

 教 育 次 長  田 中   清 君    福 祉 課 長  松 岡 健 一 君 

 秘 書 課 長  堀 内 孝 茂 君    高齢介護課長  東 條 信 也 君 

 総務政策課長  奥 埜 哲 生 君    健康増進課長  松 井   靖 君 

 財 政 課 長  吉 田 雅 樹 君    保険医療課長  子 安 逸 二 君 
 
 会計管理者         奥 野 展 久 君    教育総務課長  池 田 貴 則 君 
 兼会計課長 

 税 務 課 長  林   達 也 君    学校給食Ｃ所長  冨 田 昌 彦 君 

 

◎議会事務局 

 事 務 局 長 上 田 周 治 書 記 木 下 雄 平 
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◎議事日程第１号 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件 

 日程第３ 議案第 １号 太子町立総合福祉センターの指定管理者の指定の件（町長

提出議案） 

 日程第４ 議案第 ２号 河南町、太子町及び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規

約の変更に関する協議について（町長提出議案） 

 日程第５ 議案第 ３号 太子町コミュニティバス運行に関する条例制定の件（町長

提出議案） 

 日程第６ 議案第 ４号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備等に関する条例中改正の件（町長提

出議案） 

 日程第７ 議案第 ５号 太子町国民健康保険条例中改正の件（町長提出議案） 

 日程第８ 議案第 ６号 平成３１年度太子町一般会計補正予算（第７号）（町長提

出議案） 

 日程第９ 議案第 ７号 平成３１年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）（町長提出議案） 

 日程第10 議案第 ８号 平成３１年度太子町介護保険特別会計補正予算（第３号）

（町長提出議案） 

 日程第11 議案第 ９号 平成３１年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）（町長提出議案） 

 日程第12 議案第１０号 令和２年度太子町一般会計予算（町長提出議案） 

 日程第13 議案第１１号 令和２年度太子町国民健康保険特別会計予算（町長提出議

案） 

 日程第14 議案第１２号 令和２年度太子町山田財産区特別会計予算（町長提出議

案） 

 日程第15 議案第１３号 令和２年度太子町春日財産区特別会計予算（町長提出議

案） 

 日程第16 議案第１４号 令和２年度太子町介護保険特別会計予算（町長提出議案） 

 日程第17 議案第１５号 令和２年度太子町後期高齢者医療特別会計予算（町長提出
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議案） 

 日程第18 議案第１６号 令和２年度太子町下水道事業会計予算（町長提出議案） 

 日程第19 請願第 １号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を

求める請願 

 日程第20 諸般の報告（監査、南河内環境事業組合議会、大阪広域水道企業団議会） 
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○議長（森田忠彦君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、第１回定例会が招集されました。皆様におかれましては、ご出席を頂きまして、

誠にありがとうございます。 

 ここで、閉会中の議員辞職についての報告がございます。 

 去る１月１４日に田中祐二氏から辞職願が提出され、地方自治法第１２６条の規定に

基づき、議長である私が１月１５日付で許可し、１月２０日をもって辞職となりました。 

 又、先般より発生しております新型コロナウイルス感染症への対応として、本定例会

の本会議、委員会及び全員協議会において、議員、職員及び傍聴者においてはマスクの

着用を必須とすることに致しましたので、ご理解、ご協力をお願い致します。 

 それでは、開会に当たりまして、町長より挨拶を受けます。 

 町長。 

○町長（浅野克己君） おはようございます。令和２年第１回定例会の開会に当たりまし

て、一言ご挨拶を申し上げます。 

 花のつぼみもほころび、春の足音を感じる季節となりましたが、本日、定例会を招集

致しましたところ、議員の皆様には、公私何かとお忙しい中、ご出席を賜り、厚くお礼

を申し上げます。 

 まず始めに、先日の武田河南町長の突然の悲報にはただただ驚くばかりであり、惜別

の念を禁じ得ません。改めましてここに、ご生前のご厚情に深く感謝すると共に、故人

の功績をしのび、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

 又、この度の新型コロナウイルス感染拡大に伴う国よりの要請等から、昨日より町立

幼稚園並びに町立小中学校を、春休みまでの間、休校としたところであります。今後の

保護者、園児並びに児童生徒に対する対応につきましては、国、府等の動向を注視しな

がら適切に対応して参りたいと考えておりますので、議員の皆様方にはご理解、ご協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、本定例会へ提出致します案件でございますが、事件議決案と致しまして太子町

立総合福祉センターの指定管理者の指定の件、他１件、条例案と致しまして太子町コミ

ュニティバス運行に関する条例制定の件、他２件、予算案としまして、補正予算案で平

成３１年度太子町一般会計補正予算（第７号）、他３件、当初予算案としまして令和２

年度太子町一般会計予算、他６件の以上合わせまして１６件でございます。 

 尚、令和２年度当初予算案につきましては、４月の町長選挙を控えまして、義務的経
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費を中心に計上した、所謂、骨格予算として編成しておりますが、継続事業である地域

公共交通事業を始め、聖徳太子没後１４００年事業や観光案内所整備事業を計上する等、

持続可能なまちづくりや活性化の推進、観光振興に配慮した予算として調製致しており

ます。 

 又、各議案の内容につきましては改めて説明をさせて頂きますので、何卒よろしくご

審議を頂き、ご議決賜りますようお願い申し上げまして、簡単でございますが、開会の

ご挨拶とさせて頂きます。 

（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（森田忠彦君） 本日は、全員出席して頂いておりますので、本会は成立致しまし

た。 

 これより令和２年第１回太子町議会定例会を開会致します。 

 直ちに会議に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付しております通りでございます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会における会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、本

議員、４番、村井議員を指名致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第２、会期決定の件を議題と致します。 

 今回の定例会については、２月２５日に開催されました議会運営委員会において検討

頂きました結果、会期は本日３月３日から１９日までの１７日間で協議がまとまりまし

たが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日より３月１９日まで

の１７日間と決定致しました。 

 尚、定例会の運営予定ですが、お手元に配付しております通り、本日は、提出されま

した全ての議案及び請願を上程致しまして、質疑の後、それぞれの常任委員会へ付託さ

せて頂きたいと思います。 

 次に、委員会の日程ですが、４日と１０日に総務まちづくり常任委員会を、５日と１

１日に福祉文教常任委員会を、６日と９日に予算常任委員会をそれぞれ開催したいと思
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います。尚、審議が残りましたら１２日の予備日を充てて頂きたいと思います。又、追

加議案等がございましたら、同じく１２日の議会運営委員会と全員協議会を予定してお

りますので、よろしくお願い致します。 

 １７日に一般質問で本会議を再開させて頂きますが、この一般質問の通告締め切りに

つきましては５日の午後５時とさせて頂きます。 

 １９日に最終本会議を開催させて頂きまして、それぞれの付託案件について委員長報

告を受け、議決を賜る予定でございます。 

 次に、諸般の報告でございますが、本日は、監査の報告、南河内環境事業組合議会の

報告、大阪広域水道企業団議会の報告の３件を行って頂く予定をしております。 

 尚、本会議の再開通知は省略させて頂きますので、ご出席のほど、よろしくお願い致

します。又、本定例会までに受理致しました陳情・要望書等につきましては、幹事長会

にて取り扱いを決めて頂き、措置をしたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第３、議案第１号及び日程第４、議案第２号、これら２件を

一括議題と致します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 議案第１号、太子町立総合福祉センターの指定管理者の

指定の件の提案理由を申し上げます。 

 太子町立総合福祉センターの効率的かつ効果的な管理を目的に、平成２７年度から５

年間、社会福祉法人太子町社会福祉協議会を管理者として指定しております。この度、

その指定管理期間が本年度末で終了することに伴い、令和２年度以降の指定管理者を新

たに指定する必要がありますので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会

の議決を求めるものでございます。 

 指定管理に係る主な業務内容につきましては、施設管理に加え、センター利用者に対

する各種相談事業や健康の増進、教養の向上及びレクリエーション事業の他、社会福祉

団体及びボランティア団体等の地域福祉関係者の利用の促進に関することとしておりま

す。 

 選定に当たりましては、財務諸表から経営状況の安全性、健全性が良好な状況である

と共に、過去５年間の管理運営実績において町内全域で地域福祉の向上に寄与する活動
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を展開していること、又、本町と地域福祉活動の支援に係る連携協定を締結している等、

社会福祉法人太子町社会福祉協議会が指定管理者として適任であると判断致しましたの

で、引き続き、管理者として指定するものでございます。 

 尚、指定管理の期間は令和２年４月１日から令和７年３月３１日までの５年間でござ

います。 

 何卒よろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第２号、河南町、太子町及び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規

約の変更に関する協議についての提案理由を申し上げます。 

 本年４月１日より介護認定審査会の執務場所を河南町から太子町に変更することに伴

う規約変更の協議について、地方自治法第２５２条の７第３項において準用する同法第

２５２条の２の２第３項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 何卒よろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 議案第１号、太子町立総合福祉センターの指定管理者の指定の件及び議案第２号、河

南町、太子町及び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規約の変更に関する協議について

の２件は福祉文教常任委員会に付託致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第５、議案第３号から日程７、議案第５号まで、これら３件

を一括議題と致します。 

 順次、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（今川新八君） 議案第３号、太子町コミュニティバス運行に関する条例制定

の件の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本条例は、住民等の交通手段の確保と住民福祉の向上に資する為、太子町地域公共交

通運行計画のうち支線交通の実証運行を行うに当たり、道路運送法第７８条第２項及び

第７９条の規定に基づいた自家用有償旅客運送を運行する為に必要な規定を定めるもの
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でございます。 

 主な制定内容と致しましては、運行路線、運行の制限、使用料及びその減免還付、利

用者の遵守事項等を定めるものでございます。 

 以上、何卒よろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

 議案第４号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備等に関する条例中改正の件の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本改正は、先の令和元年９月議会においてご議決頂きました会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例に基づき、本年４月の会計年度任用職員制度の導入を進めて

いたところ、本年１月１７日付の総務省通知等により、同様にご議決を頂いた条例につ

いて一部改正の必要が生じたものでございます。 

 主な改正内容と致しましては、会計年度任用職員の服務や公務災害の取り扱い等に関

して、関連する職員の服務の宣誓に関する条例の他１条例に所要の改正と経過措置に関

する規定の整備を行うというものでございます。 

 以上、何卒よろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 議案第５号、太子町国民健康保険条例中改正の件の提案

理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本改正は、大阪府国民健康保険運営方針に定める基準及び本年１月２９日に公布され

た国民健康保険法施行令の一部を改正する政令に基づき、国民健康保険料の賦課限度額

及び軽減措置の基準を改正するものでございます。 

 改正の内容でございますが、保険料の賦課限度額につきまして、中間所得者層の負担

を軽減する為、令和２年度の国民健康保険料の医療分を大阪府の統一基準に改め、又、

保険料の５割軽減及び２割軽減における国基準の軽減枠拡充に伴い、本町もその基準に

改めるものでございます。 

 何卒よろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 
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 議案第３号、太子町コミュニティバス運行に関する条例制定の件、議案第４号、地方

公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する

条例中改正の件の２件は総務まちづくり常任委員会に、議案第５号、太子町国民健康保

険条例中改正の件は福祉文教常任委員会に付託致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第８、議案第６号から日程第１１、議案第９号まで、これら

４件を一括議題と致します。 

 順次、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（今川新八君） 議案第６号、平成３１年度太子町一般会計補正予算（第７

号）の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出総額からそれぞれ４千３８５万２千円を減額し、総額を５５

億４千６８８万８千円とするものでございます。 

 本補正予算の主な内容でございますが、まず、歳出につきましては障がい者の自立支

援に係る給付、保育所運営委託費や磯長小学校トイレ改修工事に伴う経費等を増額する

と共に、年度末を迎え、各種事業費の精査に伴う減額を行っております。 

 一方、歳入につきましては、歳出増額に伴う財源の措置を行うと共に、事業費等の精

査に伴い、国・府支出金、財政調整基金繰入金及び町債等の精査をあわせて行っており

ます。 

 尚、地域公共交通事業、プレミアム付商品券事業及び磯長小学校改修事業に係る経費

につきましては、年度内にその支出を終わらない見込みのあるものとして、地方自治法

第２１３条第１項の規定により、繰越明許費として措置を行っております。 

 以上の通り本補正予算を提案するものでございます。何卒よろしくご審議の上、ご議

決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 議案第７号、平成３１年度太子町国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ２８１万１千円を追加し、総額を１５億５

千５８５万３千円とするものでございます。 

 本補正予算の内容でございますが、まず、歳出につきましては、平成３１年２月に受
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検致しました会計検査院実地検査におきまして、国民健康保険財政調整交付金算定の基

礎となる数値の誤りについて指摘があり、過大交付となった交付金を国庫に返還するも

のでございます。一方、歳入につきましては、財政調整基金繰入金で措置しております。 

 以上の通り本補正予算を提案するものであります。何卒よろしくご審議の上、ご議決

賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第８号、平成３１年度太子町介護保険特別会計補正予算（第３号）

の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ８２３万９千円を追加し、総額を１２億４

千１０６万６千円とするものであります。 

 本補正予算の内容でございますが、まず、歳出につきましては、特定個人情報データ

標準レイアウト変更に伴う介護保険システム改修委託料の増額及び介護サービス利用の

増加に伴う介護サービス給付費等の増額を行っております。一方、歳入につきましては、

国庫支出金、支払基金交付金、府支出金及び繰入金の増額を行っております。 

 以上の通り本補正予算を提案する次第であります。何卒よろしくご審議の上、ご議決

賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第９号、平成３１年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出の総額に５５９万５千円を追加し、総額を２億１８２万９千

円とするものでございます。 

 本補正予算の内容でございますが、まず、歳出につきましては、被保険者数や所得が

当初予算編成時の見込みを上回る増加となり、後期高齢者医療保険料を広域連合に納付

する歳出予算であります広域連合納付金が不足することから増額を行うものでございま

す。一方、歳入につきましては、同様の理由から、後期高齢者医療保険料を増額する措

置を行っております。 

 以上の通り本補正予算を提案するものであります。何卒よろしくご審議の上、ご議決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 議案第６号、平成３１年度太子町一般会計補正予算（第７号）は予算常任委員会に付

託致します。議案第７号、平成３１年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）、議案第８号、平成３１年度太子町介護保険特別会計補正予算（第３号）、議案第９

号、平成３１年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の３件は福祉文教

常任委員会に付託致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１２、議案第１０号から日程第１８、議案第１６号まで、

これら７件を一括議題と致します。 

 順次、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（今川新八君） 議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予算の提案理由並

びに内容のご説明を申し上げます。 

 令和２年度の予算は、任期満了に伴う町長選挙が４月に執行されることにより、所謂、

骨格予算として編成を致しております。 

 本補正予算の総額は、歳入歳出それぞれ５０億８千４９８万７千円で、前年度に比べ

２億１８２万３千円、３.８％の減額と致しております。 

 まず、歳入につきましては、予算編成の柱となります町税では、町民税や固定資産税

の増により、前年度に比べ１千７００万円増額の１４億２千６１０万円を計上させて頂

いております。又、地方交付税につきましては、地方財政計画や過去の交付額実績等を

勘案し、前年度に比べ６千万円増額の１４億８千万円を計上致しております。 

 一方、歳出につきましては、義務的経費を中心に計上致しておりますが、前年度から

の継続事業である地域公共交通事業や観光まちづくりの拠点整備事業及び総合スポーツ

公園トイレ改修事業等につきましては本予算に計上致しております。 

 以上の通り本予算を提案する次第であります。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 次に、健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 議案第１１号、令和２年度太子町国民健康保険特別会計

予算の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本予算の総額は歳入歳出それぞれ１４億４千２１８万１千円で、前年度に比べ８千４
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７０万８千円、５.５％減となっております。 

 歳入につきましては、保険料で１人当たりの医療費や後期高齢者支援金、介護納付金

が年々増加していることから、被保険者数の減少があるものの、前年度とほぼ同額の３

億８３２万７千円の保険料を計上致しております。 

 次に、府支出金では、保険給付費の減少により、前年度に比べ８千５２０万円減の１

０億１千２９５万３千円を計上致しております。又、諸収入では、第三者行為による損

害賠償金の減を見込んだこと等により、２１万３千円を計上致しております。 

 歳出につきましては、本町が収納した保険料や保険基盤安定繰入金等を大阪府に納付

する国保事業費納付金は、保険料と同様に１人当たりの医療費等の増加等の影響を受け

て、昨年度に比べ１８４万円増の４億２千４２１万４千円を計上致しております。 

 次に、歳出の大半を占めます保険給付費につきましては、過去の実績等を考慮し、１

人当たり医療費は、今年度の見込みに比べ約３％程度の増を見込んでいるものの、医療

費の増加を上回る被保険者数の減少が見込まれることから、前年度に比べ８千５８８万

３千円減の９億４千９９８万２千円を計上致しております。又、保険事業費では、特定

健診や特定保健指導、人間ドックの助成経費等として、前年度に比べ４２万円増の２千

２４４万６千円を計上致しております。 

 以上の通り本予算を提案する次第であります。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 総務部長。 

○総務部長（今川新八君） 議案第１２号、令和２年度太子町山田財産区特別会計予算の

提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本予算の総額は歳入歳出それぞれ４３０万円で、前年度比７１.６％の減となってお

ります。 

 歳入につきましては下請料及びＮＴＴ用地賃借料等の財産収入及び基金繰入金等の計

上を行っております。 

 歳出につきましては財産の管理に係る費用等を計上致しております。 

 以上の通り本予算を提案する次第であります。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第１３号、令和２年度太子町春日財産区特別会計予算の提案理由並

びに内容のご説明を申し上げます。 
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 本予算の総額は歳入歳出それぞれ９１万１千円で、前年度比１.９％の減額となって

おります。 

 歳入につきましては基金利子や財産貸付収入及び基金繰入金等を計上させて頂いてお

ります。 

 歳出につきましては財産管理に係る費用等を計上致しております。 

 以上の通り本予算を提案する次第であります。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 議案第１４号、令和２年度太子町介護保険特別会計予算

の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本予算の総額は歳入歳出それぞれ１３億３千２１１万８千円で、前年度に比べ１億２

千９４万１千円、１０.０％の増となっております。 

 歳入につきましては保険料、又、負担金及び交付金等を介護給付費等に伴うそれぞれ

の負担割合により計上しております。 

 一方、歳出につきましては、予算の大半を占める保険給付費で、介護サービス利用の

増加等により、前年度に比べ９.１％増の１２億１千８７２万２千円を計上致しており

ます。 

 又、介護予防・生活支援サービス事業、一般介護予防事業及び包括的支援事業等の地

域支援事業費は８千３６４万９千円を計上致しております。 

 以上の通り本予算を提案する次第であります。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第１５号、令和２年度太子町後期高齢者医療特別会計予算の提案理

由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本予算の総額は歳入歳出それぞれ２億２千１８７万８千円で、前年度に比べ２千５６

４万４千円、１３.１％の増となっております。 

 歳入につきましては、保険料及び一般会計からの繰入金等を計上致しております。 

 一方、歳出につきましては後期高齢者医療広域連合への納付金及び収納に係る事務費

等を計上致しております。 

 以上の通り本予算を提案するものでございます。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜

りますようお願い申し上げます。 
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○議長（森田忠彦君） 次に、まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（浅野達雄君） 議案第１６号、令和２年度太子町下水道事業会計

予算の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本予算の内容でございますが、まず、収益的収支につきましては、収入で３億３千８

８８万３千円。主なものと致しまして下水道使用料、補助金等を計上しております。支

出で３億６千１５５万８千円。主なものと致しまして人件費、流域下水道維持管理負担

金、企業債支払利息等を計上しております。 

 次に、資本的収支でございますが、収入で１億９千４０２万９千円。主なものと致し

まして企業債他会計支出金、国庫補助金等を計上しております。支出で２億６千９２７

万１千円。建設改良費と企業債元金償還金を計上しております。尚、資本的支出で不足

する額は当年度分の損益勘定留保資金等で補填をしております。 

 以上の通り本予算を提案する次第でございます。何卒よろしくご審議の上、ご議決賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予算は予算常任委員会に付託致します。 

 議案第１２号、令和２年度太子町山田財産区特別会計予算、議案第１３号、令和２年

度太子町春日財産区特別会計予算、議案第１６号、令和２年度太子町下水道事業会計予

算の３件は総務まちづくり常任委員会に付託致します。 

 議案第１１号、令和２年度太子町国民健康保険特別会計予算、議案第１４号、令和２

年度太子町介護保険特別会計予算、議案第１５号、令和２年度太子町後期高齢者医療特

別会計予算の３件は福祉文教常任委員会に付託致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１９、請願第１号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公

的補助制度の創設を求める請願、これを議題と致します。 

 請願の紹介議員に説明を求めます。 

 阪口議員。 
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○５番（阪口 寛君） 請願第１号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の

創設を求める請願についてご説明致します。 

 請願団体として、全日本年金者組合太子・河南支部の今田氏、書記長の髙谷氏から請

願を受けております。その紹介議員として説明させて頂きます。説明は請願趣旨に沿っ

て説明させて頂きます。 

 高齢化に伴い耳が聞こえにくくなって、仕事や社会生活に困る高齢の難聴者が増えて

います。加齢性難聴は日常生活を不便にし、コミュニケーションを困難にする等、生活

の質を落とす大きな原因となっています。最近では、加齢性難聴によるコミュニケーシ

ョンの減少によって脳に入ってくる情報が少なくなることが脳の機能の低下につながり、

うつや認知症につながるのではないかと考えられています。加えて、背後からの車両の

接近に気づけなくなる等、事故や犯罪被害にも遭いやすくなることが懸念されています。 

 日本の難聴者率は欧米諸国と大差ありませんが、補聴器使用率は欧米諸国と比べて低

く、日本での補聴器の普及が求められています。しかし、日本において補聴器の価格は

片耳当たり概ね３万円から２０万円であり、保険適用でない為、全額負担となります。

身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者である高度・重度難聴の場合は補装具費

支給制度により１割負担、中等度以下の場合は購入後に医療費控除が受けられるものの、

その対象者はわずかで、約９割は自費で購入していることから、特に低所得の高齢者に

対する配慮が求められます。 

 補聴器の更なる普及で、高齢になっても生活の質を落とさず、心身とも健やかに過ご

すことが出来、認知症の予防、ひいては健康寿命の延伸、医療費の抑制にもつながると

考えます。よって、国においては加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を創

設することを求めます。 

 貴議会として、政府に対し下記事項にかかわる意見書を採択されるよう請願致します。 

 記。 

 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める。 

 地方自治法第９９条による意見書を提出してください、ということです。 

 以上を説明とし、提案するものであります。何卒ご審議の上、ご議決頂きますようお

願い致します。 

○議長（森田忠彦君） 只今、請願についての説明がありました。 

 これより質疑を行います。 
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 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようですので、質疑を終わります。 

 請願第１号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願は

福祉文教常任委員会に付託致します。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第２０、諸般の報告を議題と致します。 

 監査委員より例月出納検査結果報告があり、その写しをお手元に配付しておりますの

で、ご了承をお願い致します。 

 次に、南河内環境事業組合議会の報告を求めます。 

 村井議員。 

○４番（村井浩二君） ２月１４日、令和２年第１回南河内環境事業組合議会定例会が開

催されました。つきましては、その内容をご報告申し上げます。 

 当日、定例会では４件の提出案件がございました。 

 順に申し上げますと、１、承認第１号、一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の制定についての専決処分につき承認を求めることについては、令和元年の

人事院勧告に伴い、富田林市に準じ、令和元年１２月２３日付で専決処分したもので、

原案通り承認されました。 

 ２、議案第１号、令和元年度南河内環境事業組合一般会計補正予算（第２号）は、第

２清掃工場基幹的設備改良事業費、残滓処理事業費、人件費及び業務委託の債務負担行

為のそれぞれの補正により１億８３７万８千円の減額を行い、補正後の額を２３億７千

３４６万９千円にするもので、原案通り可決されました。 

 ３、議案第２号、令和２年度南河内環境事業組合一般会計予算は、予算総額３５億３

８０万５千円で、対前年度１０億２千６２６万円、４１.４％増となっております。 

 事項別明細の説明は省略させて頂きますが、予算の主な特徴として、ごみ・し尿の排

出量推移については、令和２年度、ごみは８万１千８００トン、し尿は２万１千９００

キロリットルと予測しております。 

 人件費については、組合全体において３億４千７９０万７千円を計上しており、対前

年度８６１万４千円、２.５％増となっております。 

 施設の維持管理経費については、３施設全体の維持補修費は２億８千５５３万円とな
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っており、創意工夫により、対前年度２千９２９万１千円の経費削減を行っております。 

 又、物件費では１０億３千６４６万５千円、対前年度３２１万２千円の減となってお

ります。主な内訳として、需用費における薬品使用量の見直し、電気使用量の節減等に

より１千２６３万５千円の減となっております。 

 公債費については、資源再生センターの建設事業債は平成３０年度で完済し、清掃工

場の建設事業債において、本年度から第２清掃工場基幹的設備改良事業債及び残滓処理

事業債の償還開始に伴い、８０３万５千円を計上しております。今後、各施設の改良事

業における地方債借り受けに伴う起債償還金の計上により公債費が増となることが見込

まれます。 

 普通建設事業費については、第２清掃工場基幹的設備改良事業として、令和元年度か

ら３ケ年の継続事業にて総額２５億１千１３０万円にて実施しており、令和２年度は１

３億２５４万３千円の事業を予定しております。 

 又、資源再生センターの基幹的設備改良工事として令和２年度から２ケ年を予定して

おり、本年度は４千２９３万２千円を予定しております。 

 令和２年度の太子町の分担金については、ごみで６千７８２万５千円、し尿で２千８

２４万５千円、シール負担金で４９万３千円、合計９千６５６万３千円となっておりま

す。 

 尚、審議において、災害廃棄物処理に関する考え方についての質疑があり、現在、環

境省の補助事業である災害廃棄物処理計画策定のモデル事業に構成市町村と組合が参画

しており、次年度以降、各市町村の災害廃棄物処理計画の策定に当たり、組合の処理・

処分に関する事項を盛り込んでいく予定であるとのことでした。 

 以上が令和２年度予算の特徴で、原案通り可決されました。 

 ４、監査報告第１号、例月出納検査の結果報告については、令和元年度１０月から１

２月の監査結果の報告があり、適正に処理されていたとのことでした。 

 以上、簡単ではございますが、令和２年第１回南河内環境事業組合議会定例会の報告

とさせて頂きます。 

○議長（森田忠彦君） 続きまして、大阪広域水道企業団議会の報告を求めます。 

 阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） それでは、令和２年第１回大阪広域水道企業団議会２月定例会が

先日、２月１４日に開催されました。つきましては、内容のご報告を申し上げます。 
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 当日の議題につきましては、付議案件として企業長提出議案が７件、諸般の報告とし

て監査委員報告が２件でありました。 

 第１号議案、大阪広域水道企業団附属機関条例一部改正の件につきましては、地方自

治法の改正に伴い規定の整備を行うもので、施行期日は令和２年４月１日からでありま

す。 

 第２号議案、大阪広域水道企業団職員の給与の種類及び基準に関する条例一部改正の

件につきましては、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図る為の関係

法律の整備に関する法律の施行により地方公務員法が改正されたことに伴い、所要の改

正を行うもので、施行期日は公布の日です。 

 第３号議案、非常勤職員の災害補償に関する条例等一部改正の件につきましては、地

方公務員法の改正により会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、給与が支給さ

れることとなるフルタイム会計年度任用職員の補償基礎額についての規定を定める他、

所要の改正を行うもので、施行期日は、第１条は令和２年４月１日、第２条及び第３条

は公布の日です。 

 第４号議案、令和元年度大阪広域水道企業団水道事業会計補正予算の件につきまして

は、令和元年度の水道事業の会計予算についての所要の補正を行うもので、水道用水供

給事業で４０億８千７００万円の減額、市町村域水道事業で２億５千２００万円の増額

を行うものです。 

 第５号議案、令和元年度大阪広域水道企業団工業用水道事業会計補正予算の件につき

ましては、令和元年度の工業用水道事業会計予算についての所要の補正を行うもので、

補正予算額は２４億４千万円の減額を行うものです。 

 第６号議案、令和２年度大阪広域水道企業団水道事業会計予算の件につきましては、

令和２年度の水道事業会計予算を定めるもので、水道用水供給事業で予算額７０２億９

千７００万円、市町村域水道事業で予算額９７億６千６００万円です。 

 第７号議案、令和２年度大阪広域水道企業団工業用水道事業会計予算の件につきまし

ては、令和２年度の工業用水道事業会計予算を定めるもので、予算額は１７２億９千４

００万円です。 

 又、監査委員報告として、地方自治法の規定に基づき監査を執行した結果の報告を提

出する監査の結果に関する報告の提出、及び地方自治法の規定に基づき例月現金出納検

査を執行した結果の報告を提出する例月現金出納検査の結果に関する報告の提出がござ
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いました。 

 条例改正案及び補正予算案、令和２年度当初予算の各案につきまして原案通り可決、

又、報告２案件につきましても全て承認されました。 

 尚、２月４日に開催されました全員協議会におきまして、市町村域水道事業（太子町

水道事業）の財政収支を含む２０２０年から２０２９年の１０年間における大阪広域水

道企業団経営戦略の概要についての資料の提示がございましたので、２月定例会の議案

書とあわせて資料の添付を行っております。 

 皆さんにお配りしているこの議案書の最後の方に大阪広域水道企業団経営戦略概要が

あります。この辺りにちょっと太子町に関係することが出てきておりますので、それの

ご説明を少しさせて頂きます。 

 １頁の水処理課題に対応した施設整備という所で、紫外線処理設備の導入（太子町水

道事業）と書いておりますけれども、これが太子町に関係する、１０年間の企業団の経

営戦略のうちの安全に関する問題で、太子町で紫外線処理設備の導入を行います。 

 これは何かといいますと、太子町は７０％を自己水でやっておりますので、それに対

する安全対策として、クリプトスポリジウムという寄生性の原虫、家畜由来のものなん

ですけれども、それが入り込まないように紫外線で除去すると。この原虫は塩素殺菌で

は退治出来ませんので、太子町についてはこの設備を導入するということです。それが

経営戦略の中の１つであります。 

 それから、もう一つの説明で、一番最後の６頁に太子町水道事業の収益的収支の問題

で、本来、太子町は単年度損益で赤字になることのないようなあれでしたけれども、人

口減少とか企業が少なくなっているということで水需要が減っているということで、こ

の試算でいきますと令和７年度に単年度で赤字が出るということで、令和１１年度に向

けてそういう形になる訳ですけれども、赤字になって直ちに料金改定が行われるかとい

う懸念に対して、説明では、この表の一番右側の方にも明らかなように、資金残高とい

うのが太子町は８億円ほど、今年でもまだ７億円４千２００万円ありますし、ずっと資

金残高、剰余金はありますので一応カバー出来るので、直ちに令和７年度から値上げに

はならない、令和１１年度まではこのように値上げせずに済むだろうということです。 

 それとあわせて、太子町で主な事業内容はどういうことがあるかということで、今、

取り組んでいるのは板屋橋浄水場の監視・制御設備更新工事１億７千万円、それから、

今年度、特に新しい事業としては送水管の布設工事、山田地区で２千５００万円で行わ
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れるというようなことがありました。太子町に関することはそういうことであります。 

 以上をもちまして令和２年度第１回大阪広域水道企業団議会２月定例会の報告とさせ

て頂きます。 

○議長（森田忠彦君） 以上で、諸般の報告を終わります。 

 これをもちまして本日の日程は全て終了致しました。 

 よって、会議を散会と致します。 

 本日はご苦労様でした。 

（午前１０時２５分 散会） 



 

 

 

 

 
 

 

 

【 第 ２ 日 】       
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令和２年 第１回太子町議会定例会会議録 

 

令和２年３月１７日（火） 午前 ９時３０分開会 

 

◎出席議員（１０名） 

  １番  羽 山 茂 男 君        ６番  西 田 いく子 君 

  ２番  中 村 直 幸 君        ７番  山 田   強 君 

  ３番   本   馨 君        ８番  寺 町 幸 雄 君 

  ４番  村 井 浩 二 君       １０番  建 石 良 明 君 

  ５番  阪 口   寛 君       １１番  森 田 忠 彦 君 

 

◎欠席議員（なし） 

 

◎地方自治法第１２１条の規定により、本会議に説明のために出席した者の職氏名 

 町 長  浅 野 克 己 君    危機管理課長  村 上 正 規 君 

 副 町 長  松 村 勝 之 君    観光産業課長  西 本 武 史 君 

 教 育 長  勝 良 憲 治 君    地域整備課長  小 角 孝 彦 君 

 総 務 部 長  今 川 新 八 君    生活環境課長  浅 井 尚 和 君 

 まちづくり推進部長  浅 野 達 雄 君    子育て支援課長  小 路 展 裕 君 

 健康福祉部長  横 田   勝 君    福 祉 課 長  松 岡 健 一 君 

 教 育 次 長  田 中   清 君    高齢介護課長  東 條 信 也 君 

 秘 書 課 長  堀 内 孝 茂 君    健康増進課長  松 井   靖 君 

 総務政策課長  奥 埜 哲 生 君    保険医療課長  子 安 逸 二 君 

 財 政 課 長  吉 田 雅 樹 君    教育総務課長  池 田 貴 則 君 
 
 会計管理者         奥 野 展 久 君    生涯学習課長  鳥 取 勝 憲 君 
 兼会計課長 

 税 務 課 長  林   達 也 君    学校給食Ｃ所長  冨 田 昌 彦 君 

 住民人権課長  米 田 正 径 君 

 

◎議会事務局 

 事 務 局 長 上 田 周 治 書 記 木 下 雄 平 



－２２－ 

                                       

◎議事日程第２号 

 日程第１ 一般質問 

     ・令和２年度予算編成について………………………………………村井浩二君 

     ・住民主体の「移動・外出支援」について…………………………山田 強君 

     ・太子町防災センターの設置について………………………………中村直幸君 

     ・地域医療を守れ………………………………………………………阪口 寛君 

     ・介護保険制度改悪を許すな…………………………………………  〃   

     ・町長の３期１２年を問う…………………………………………西田いく子君 



－２３－ 

（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（森田忠彦君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、一般質問で本会議を再開させて頂きましたところ、ご出席を頂きましてありが

とうございます。 

 新型コロナウイルスの感染が猛威を振るう中、本議会では感染症対策として、議員、

職員一同、マスクの着用、手指の消毒を行って参りました。傍聴人につきましても同様

にご協力を頂きましてありがとうございます。 

 本日は全員出席して頂いておりますので、本会は成立致しました。よって、これより

定例会を再開致します。 

 直ちに会議に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付しております通りでございます。よろしくお願い致し

ます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１、一般質問を行います。 

 今回の一般質問通告者は、お手元に配付しております一覧表の通り、５名の議員より

通告を受けております。 

 それでは、通告順に従いまして、順次、発言を許します。 

 まず１番目、村井議員の質問を許します。 

 村井議員。 

〔４番 村井浩二君 登壇〕 

○４番（村井浩二君） おはようございます。議席番号４番、ふたかみ会、村井浩二でご

ざいます。 

 本日はマスクを着用してとのことで、ちょっと聞き取りにくい所があるかもわかりま

せんが、よろしくお願いします。 

 通告では、令和２年度予算編成について、１、町税収入の推移について、２、町税収

入増の要因と分析について、３、自主財源確保の方向性についてとの通告をしておりま

したが、１、２を一括して質問させて頂きますのでよろしくお願いします。 

 まず、今般の新型コロナウイルス感染症は感染拡大のニュースが連日報道されており

ますが、関係各位におかれては、その対応に大変苦慮されている中、全庁挙げて、住民

の皆様の感染予防や、安心して暮らせるように注意喚起の懸命かつ迅速な対応をして頂
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いていると感じております。 

 そもそも人類と感染症との闘いは日本古来から発生しており、本町太子町と感染症に

ついては意外な関係性があります。時は６世紀、欽明・敏達朝の疫病、我が国始まって

以来の感染症が半島の戦乱期に仏教伝来と共に大陸より持ち込まれ、国内で天然痘と思

われる感染症が蔓延したと日本書紀には記述があり、時の天皇、敏達天皇もその天然痘

の犠牲者になった可能性が高いとの説もございます。 

 又、今回の感染症の世界的蔓延の影響により、株式市場では日経平均株価も続落し、

昨日の終値で１万７千円前後と、又、今朝の取引では１万７千円を切っているとのニュ

ースも流れていました。景気の減速は避けられない状態にあるとのニュースも伝えられ

ております。景気の減速は、民間企業経営のみならず自治体経営にも、自主財源である

町税の収入にも大きく影を落とすことになると推測されます。 

 そこで、今一般会計予算案には町税の予算額が前年度より１千７００万円増となって

いるが、町税収入の推移と、町税収入増の要因と分析をお伺いします。 

○議長（森田忠彦君） 総務部長。 

○総務部長（今川新八君） おはようございます。 

 令和２年度予算編成の質問につきまして、私の方からご答弁申し上げます。 

 お尋ねの町税収入の推移と、町税収入増の要因と分析についてでございますが、答弁

内容が前後致しますが、まず、町税収入増の要因と分析の方からご答弁申し上げます。 

 令和２年度一般会計における町税全体の歳入予算額は、前年度より１千７００万円微

増となる１４億２千６１０万円を計上させて頂いております。 

 この町税の内訳につきましては、個人町民税と固定資産税で町税全体の約８割を占め

ており、次いで、市町村たばこ税、軽自動車税、法人町民税等の順となってございます。

このうち個人町民税では、ここ３ケ年ほど若干ながら給与所得者等の所得の増加が続い

ていること等から、前年度より約１千万円余りの増収を見込み、計上させて頂いており

ます。又、従来から税収の少ない法人町民税では、太子西条地区における商業施設の開

発等の影響も含めて、前年度より４９０万円を増額しております。この２点が収入増加

の主な要因となってございます。 

 次に、町税収入の推移についてでございますが、平成２８年度の決算から令和２年度

の当初予算までの推移で申し上げますと、５年間で４千３００万円余りの減収となって

おります。 
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 この間の減収の主な要因と致しましては、主たる税収の柱でもありました市町村たば

こ税で、消費本数の減少等の影響から５千７００万円余りの減収となっております。又、

固定資産税においては評価替えの年度での地価の下落や既存家屋の減価等、大きな減収

となる要因があったものの、商業施設の開発の影響によって何とかほぼ同額程度を推移

しているところでございます。 

 このような状況を踏まえて、令和２年度以降の中期的な税収見込みと致しましては、

個人町民税では、近年の少子高齢化等を要因とした生産年齢人口の減少等が懸念される

為、大きな増収は期待出来ない状況にあります。又、固定資産税の評価替えによる減収

や市町村たばこ税の落ち込み等が予測されること等から、今後の町税全体の収入額は更

なる減少傾向が続くものと推測致しております。 

 加えて、議員が先程おっしゃったように、新型コロナウイルスの影響が全世界に広が

りつつある中で日本経済にも深刻な影響をもたらしている状況にある為、昨日、日銀が

金融緩和を許可される等、経済の底上げを行われたところでございます。この先の税収

についても相応の影響が及ぶのではないかなと非常に懸念を致しておるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 村井議員。 

○４番（村井浩二君） 只今、今川総務部長より、町税全体の収入額は更なる減少傾向が

続くものと推測されるとのご答弁を頂き、私自身も同感であり、今後、少子高齢化が進

み、より一層厳しい財政状況に陥る可能性が高いと推測しております。 

 しかし、ご答弁にもありましたが、町民税、固定資産税の税収増は、浅野町長が将来

の太子町の姿を描いた肝入りの事業でもある都市計画道路太子西条線建設が、人口減が

進む中、きらりと光る希望の光に見えるようにも思えます。太子西条線開通以来、沿線

には商業施設が進出し、まちのにぎわいや、住民にとって利便性の高いまちづくりに寄

与しているとも感じておりますし、雇用機会の創出にとっても大きな期待があるとも、

そして、町内での経済活動の歯車がころんと一回転、好転しつつあるのではないかとも

考えております。そして、本日議席に座られている山田強議員から日頃、経済学者ジョ

ン・メイナード・ケインズが提唱された雇用・利子及び貨幣の一般理論や経済的新自由

主義等のお話の一端がようやく理解出来たかなと思っております。 

 そもそも本町の法人税収入額割合は、府下自治体においても下から数えた方が早く、
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企業に負担して頂き住民への税負担の軽減が感じられない状況下にあり、毎年の決算で

は依存財源に頼った財政の硬直化が危惧されており、自主財源の確保により、留保財源

の割合を高めていかなければ投資的経費等の財源の見込みが立てにくい厳しい状況にな

り得ますが、そこで、今後の自主財源確保の方向性について本町のお考えをお伺いしま

す。 

○議長（森田忠彦君） 総務部長。 

○総務部長（今川新八君） 自主財源の確保の方向性についてのご答弁を申し上げます。 

 ここ数年間の予算編成では、財政調整基金の繰り入れを行って何とか収支均衡予算が

組めている状況であり、歳入全体の約６割が依存財源の為、外的要因の影響を受けやす

い不安定な財政運営を強いられております。今後においても自主財源の確保は喫緊の課

題ということになってございます。特に人件費等の義務的経費の増嵩を始め公共施設の

老朽化対策については、国費・府費等の財源の確保が困難な為、これまで積み上げてき

た基金の取り崩しは避けられない状況にあり、これまでの基金の貯蓄から取り崩しへの

転換が余儀なくされているところでございます。又、現時点での平成３１年度決算見込

みでは、平成１８年度決算以来の赤字を見込んでおり、約２億円程度の財政調整基金の

取り崩しが必要となっております。このような状況の中、現在、庁内で歳入の確保や既

存事務のスクラップ・アンド・ビルドの徹底を重点項目とする行財政改革プランの策定

に向け、鋭意、取り組みを進めているところでございます。 

 議員ご指摘の自主財源の確保につきましては、この間、太子西条線を整備し、商業施

設の誘致を積極的に進めてきたことにより、ホームセンターやスーパーマーケットを誘

致することが出来、法人町民税、固定資産税の税収の確保と共に住民の雇用確保にもつ

ながっているところでございます。 

 今後、人口減少に伴う税収減が懸念される中、持続可能な財政基盤の確立はこれまで

にも増して重要となることから、引き続き、自主財源の確保の為の企業立地活動もその

有効な手段の１つとして位置づけると共に、新たな雇用の創出に向けた取り組みも必要

であると考えております。 

 何れに致しましても、令和２年度に第５次太子町総合計画の前期基本計画が終了する

ことから、これまでの各種施策の達成度等の評価検証を行うと共に、今後、急速に変化

する時代に対応すべく、後期基本計画の策定と共に、基本構想における土地利用方針の

見直しの必要性等についても前向きに検討していきたいと考えます。 
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 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 村井議員。 

○４番（村井浩二君） 只今、今川総務部長より、新たな雇用創出に向けた取り組み、土

地利用方針の見直しについても前向きに検討していきたいとのご答弁を頂き、自主財源

確保の王道とも言える町税の確保は、企業の誘致により雇用を創出させ、そして、太子

町内で定住して頂けるような政策を積極的に進め、町内での経済の還流による好循環が

住民負担の軽減を図り、安定した財政運営が可能になると考えております。と共に、浅

野町長が町議会議員当時から耕し、町長になり種をまき、今、１輪のきれいな花を咲か

せようとしております。又、たわわに実った果実を町長ご自身の手でしっかりと収穫し

て頂きますよう期待し、質問冒頭でお話しした新型コロナウイルス感染症対策には万全

の体制で、迅速な対応により、不自由や不便をお願いし、不安を感じていらっしゃる住

民の皆様が安心して暮らせる太子町の実現に向けて、今こそ浅野町長の危機管理能力を

フルに発揮して頂くように強く要望して、私の質問を終わります。 

○議長（森田忠彦君） これにて村井議員の質問を終わります。 

 次に、２番目、山田議員の質問を許します。 

 山田議員。 

〔７番 山田 強君 登壇〕 

○７番（山田 強君） おはようございます。７番、政友クラブの山田でございます。通

告により質問させて頂きます。 

 始めに、村井議員のご意見通り、まさに国難とも言える新型コロナウイルスの感染拡

大がとどまりません。我々は一致団結して予防対策に邁進し、一刻も早く収束をさせね

ばなりません。 

 さて、今回の質問テーマは住民主体の移動・外出支援であります。 

 かつて人間５０年と言われた武将がおられましたが、日本の平均寿命は２０１８年で

男性８１歳、女性８７歳の長寿国家になっています。 

 本町の高齢化については、今年１月で２９.０％である高齢化率は２０３０年で３２.

８％、２０４０年では３８.５％と推測されています。 

 人の体は加齢と共に筋肉、俊敏さ、所謂、身体能力が落ちていきます。更に老化が進

むと自力で移動困難になります。車で買い物に行ったり遊んだりしていた人が身体機能

の低下により若い頃ほど車の俊敏な運転が出来なくなる、高齢運転者の重大事故が相次



－２８－ 

いでいることはご承知のことと思います。 

 私は富田林交通安全協会に関わっております関係上、日々、運転免許証自主返納啓発

運動をしております。過日の新聞報道で、昨年の運転免許証の返納が過去最多の６０万

件を超え、７５歳以上が３５万件となったようであります。 

 そんな中、本町では６月から地域公共交通の実証運行がスタートします。運転免許証

を返納する高齢者にとって大変ありがたい施策であります。福祉の後退だとか料金設定

がどうのという意見がありますが、公費の持ち出し約８割を考慮すると、まずは運行ス

タートではないかと思っております。 

 さて、本論に入ります。 

 高齢者等への移動・外出支援については全国各地で様々な取り組みが進められていま

す。とりわけ自力で公共交通機関を利用することが困難な人、所謂、移動困難者への移

動・外出支援については、本町においても喫緊の課題であると考えております。 

 移動困難者への対策として、お隣の羽曳野市や河南町では社会福祉協議会が実施する

福祉有償運送による支援が行われ、本町では、ＮＰＯが実施する福祉有償運送に加え、

有償のボランティア団体である寿喜菜の会を始めとする住民相互の助け合いによる移動

支援が行われています。 

 そこで、道路運送法の規定範囲外である許可登録を要しない運送とはどんなものか、

本町の住民主体の支援を含む移動困難者への移動・外出支援の現状についてお尋ね致し

ます。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 住民主体の移動・外出支援について、私の方からご答弁

申し上げます。 

 まず、運送につきましては、道路運送法の許可・登録を要する旅客自動車運送事業と

自家用有償旅客運送、又、道路運送法の許可・登録を要しない運送、所謂、ボランティ

ア運送がございます。 

 旅客自動車運送事業、所謂、緑ナンバーでございますが、主にバス事業者やタクシー

事業者が行う運送で、自家用有償旅客運送、所謂、白ナンバーは、路線バスやタクシー

等の公共交通機関によって十分な輸送サービスが確保出来ないと認められる場合におい

て、国土交通大臣の登録を受けた市町村、ＮＰＯ等が自家用車等を用いて有償で運送す

るものであり、又、公共交通空白地有償運送や福祉有償運送で、本町が６月から実証運



－２９－ 

行するコミュニティバス、支線交通がこれに当たります。又、許可・登録を要しない運

送は、地域の移動ニーズに対応する為、ボランティアや地域の助け合いといった活動に

より、日常の買い物や自宅と病院の間の移動等を確保するもので、本町で既に実施され

ている地域支え合い型移動サービスがこれに当たります。 

 許可・登録を要しない運送にも様々な種類がありますが、本町で実施して頂いている

団体につきましては全て家事身辺援助等サービスとの一体型となり、具体的な実施方法

につきましても国土交通省近畿運輸支局の許可を得ているところでございます。 

 町内ではプラスワンサービス、議員の質問にもありました寿喜菜の会、桜草クラブの

３団体が有償ボランティアにより地域支え合い型移動サービスを実施しておられますが、

受け入れ対象者、利用料金、活動範囲等サービス内容につきましては各団体でそれぞれ

設定されているところでございます。尚、平成３０年度の１年間で延べ９８８人の方が

利用されており、増加傾向にございます。 

 本町のこのような住民の助け合いによる移動支援や介護保険制度の訪問型サービスＤ

を活用した実施団体への側面支援の取り組みは、先進事例として多くの印刷物で周知さ

れると共に、全国各地の議会や行政、又、社会福祉協議会等からの視察研修の受け入れ

や事例発表につきましても、実施団体の皆さんと共に対応しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 山田議員。 

○７番（山田 強君） ありがとうございます。 

 これまでの疑問であった、本町で実施されている道路運送法の許す住民相互の助け合

いによる移動支援が合法であることが理解出来ました。 

 次に、本町における移動困難者支援について、住民の皆さんの助け合いによる移動支

援が大きな役割を担って頂いていることは大変ありがたく、今後の本町の地域づくりの

基礎となると考えております。 

 本町の高齢者外出支援事業としては、予約型乗り合いワゴン等の取り組みを進めてき

て頂いているところでありますが、時代と共に移り変わる住民の移動手段については常

に検討し、改良し続ける必要があると認識しておりますが、地域公共交通再編が進めら

れる中、今後の高齢者等への外出支援、とりわけ移動困難者に対する移動・外出支援に

係る今後の町の事業展開についてお尋ね致します。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 
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○町長（浅野克己君） 山田議員の、今後の移動困難者への移動・外出支援についてご答

弁を申し上げたいというふうに思います。 

 まず、議員の皆様のご理解、そして又、ご協力によりまして、太子町の未来を開く新

しい地域公共交通が間もなくスタート致します。これによりまして、どの地域にお住ま

いの方もバスを利用した移動が可能となりますが、今、山田議員のご指摘の、身体的な

理由等で公共交通の利用が困難な方への対策は待ったなしであるというふうに考えてお

ります。 

 これまでも外出支援事業につきましては、高齢者の自発性を促し、生きがいを持って

生きる為の外出支援事業、介護をされている方の支援をする外出支援事業、そして又、

食料品等の確保の為の買い物支援事業、この３つの柱を掲げまして、将来を見据えた地

域公共交通の検討と共に進めて参りました。 

 又、これらの取り組みに加えまして、幸いにも先程、部長の方からもありましたよう

に、本町におきましては住民の皆様方の助け合いによる移動支援が行われており、今般

の地域公共交通再編の中でも福祉移動サービスの構築として検討して参りました。そし

て、新しい地域公共交通が始まる６月以降の外出支援につきまして、地域支え合い型移

動サービスの実施団体への更なる支援強化となる公用車貸し出し制度、７０歳以上の全

ての方がご利用頂けるお出かけ支援制度、加えて、これまでのお買い物ツアーの役割を

担うサロン送迎、更には、生活支援・移動支援相談窓口の新設等、パワーアップした事

業を展開し、高齢者等への外出支援の取り組みを加速したいと考えております。 

 尚、要介護者や障がい者の皆さんが利用される福祉タクシーへの助成事業につきまし

ては、今回の地域公共交通の実証実験を検証しつつ、真に必要な方への支援を漏れなく

実施していきたいというふうに考えております。 

 最後に、太子町の地域公共交通はどの地域にもないたった１つのものであり、住民の

皆さん、そしてＮＰＯ団体、民間バス事業者、行政が協力し合うことが重要というふう

に考え、今後も、移り行く時代を見据えまして、住民の皆様方と共にデザインを致しま

す移動困難者への支援を含めた太子町版の地域公共交通の構築を進めて参りたいと考え

ております。 

○議長（森田忠彦君） 山田議員。 

○７番（山田 強君） ありがとうございます。 

 かつて高齢者は自力で動けなくなると寝たきり状態になる場合が多かったようであり
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ます。現在は車椅子の普及もあり、自宅で移動出来るようになり、そして、有償ボラン

ティアの皆様の協力で外出も可能になりました。 

 このように高齢者に生きがいを与えると共に、ボランティアの皆さんが移動・外出支

援に生きがいを持ち、長く続けて頂ける支援をお願いして、質問を終わります。ありが

とうございました。 

○議長（森田忠彦君） これにて山田議員の質問を終わります。 

 次に、３番目、中村議員の質問を許します。 

 中村議員。 

〔２番 中村直幸君 登壇〕 

○２番（中村直幸君） 改めまして、おはようございます。議席番号２番、太政クラブの

中村直幸でございます。通告に基づきまして質問を行います。理事者各位におかれまし

ては、明快なご答弁のほど、よろしくお願い致します。 

 太子町防災センターの設置についての質問を行います。次の４項目についてお尋ねを

致します。 

 １番目として、災害時の避難所機能を備えたセンターの設置。２番目、災害時、本町

の職員の配置について。３番、防災グッズの再確認について。４番、救援活動と資材の

受け入れについてをお伺い致します。以上４点、よろしくお願い致します。 

 現在、世界規模で猛威を振るう新型コロナウイルスも自然災害の１つだと思います。

見えない敵に向かって世界中の人々が戦っており、早期に収束が求められます。 

 質問の趣旨は災害ですが、災害でも地震による災害、台風による災害、豪雨による災

害等、又、火災等の災害もあります。記憶から消してはならない災害として、午後２時

４６分、日本で過去に経験したことのない東日本大震災という大惨事が発生したことで

す。あれから９年、死者・行方不明者、災害関連者を含めて２万２千１６７人。いまだ

に行方不明者を捜しながら復興に努めてまいります。国は３２兆円という巨額な税金を

投入しましたが、いまだに元の現状には戻れない。あの日のことを忘れることは出来ま

せん。 

 私は阪神・淡路大震災の発生と同時に、私自身と私の従業員で、当時、ダイエーがポ

ートアイランドに店を出しておりましたが、そのポートアイランドの店の傾いたタンク

に１ケ月で約１００トンの水を運びました。その行き帰りに震災の爪跡をしっかりと見

せて頂きました。特に地震の力です。倒れた阪神高速道路の横を通りながら、何万トン
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もあろう巨大な構造物を１５センチも持ち上げ、破壊された高速道路の残骸でした。想

像を絶する光景でした。 

 本町においても例外ではありません。１９３６年、昭和１１年２月２１日、午前１０

時０８分、マグニチュード６.４の河内大和地震が起きております。震源地は上町断層

帯にある本町を通る屯鶴峯（どんづるぼう）で震源地が発見されております。この地震

において死者も出ております。又、３０年以内に７０％の割合で発生すると言われてお

ります南海トラフも避けて通れない災害の源であります。その発生を阻止する道具はど

こにもありません。あるのであれば、それはそれに対する備えだと思います。それが防

災センターの設置であると考えております。避難所機能を備えた防災センターで全てを

コントロール出来、発生と同時に機能する施設です。平時では災害に対する学習や研究

等も出来る施設でありたいと思っております。 

 次に、災害発生時の本町職員の配置についてお聞き致します。 

 災害は忘れた頃にやってくるとも言いますが、災害は日曜日、祝日、夜昼を問わず、

１年３６５日、休みはありません。又、職員も被災する可能性があります。職員以外の

団体とのつながりについてもお聞き致します。 

 又、防災グッズの再確認についてお聞きします。 

 先日、防災グッズ、食料品、道具等を見学させて頂きましたが、これが本町の実態か

と失望せざるを得ませんでした。物置小屋に何か積み上げてあるという程度で、認識の

甘さ、防災意識の欠如としか言うことが出来ないほど残念な光景でした。物資の管理等、

今後、どのように管理していくのか、お聞き致します。 

 又、救援活動と物資の受け入れについてお聞き致します。 

 救援活動が進む中、被災地では新たな問題も持ち上がります。私は水以外も運びまし

たが、被災地へは殆ど大型車での配達が過去の私の経験です。本町はどうでしょうか。

受け入れが可能でしょうか。届いた物資の仕分け等、場所と多くの人手が必要です。災

害が発生すれば更に多くの人手が必要です。小さな倉庫を増やすのではなく、広い倉庫

１ケ所で管理する方が効果的だと思っております。あの東電さえ、非常電源の想定外の

備えがあれば、あのような惨事は避けられたのではないでしょうか。 

 一度、災害が発生すれば巨額の費用がかかります。その費用を備えに回すことによっ

て巨額の費用を抑制することが出来るのではないでしょうか。 

 以上、本町防災センターに関する質問の４項目を一括でお答えください。 



－３３－ 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（浅野達雄君） 太子町防災センターの設置につきまして、私の方

からご答弁を申し上げます。 

 本町において発生する災害は、地震による災害、台風による災害、集中豪雨等異常気

象による災害、大規模な火災及び危険物等による災害を、地域防災計画においてその対

策方針等について定めているところでございます。 

 質問に対しまして回答の順番が前後致しますが、まず最初に、災害時の職員の配備に

ついてのご質問でございますが、災害発生時、又は、災害の発生の恐れがある時は、災

害時における職員配備マニュアルに基づき、職員を配備致しております。尚、被害が最

も大きい災害として断層系の直下型地震でございます中央構造線地震を想定し、建物の

全壊が１３４棟、半壊が２６２棟、負傷者６１名、罹災者１千１８９名、避難所生活者

３４５名等で、職員の配備は災害対策本部Ｂ号配備として、全職員１１７名の配備とな

ります。 

 尚、議員もおっしゃっていたように、勤務時間外の災害発生時においては、公共交通

機関が利用出来ない場合等、職員のうち、災害発生後、徒歩や自転車で概ね３０分以内

に参集可能な町内居住者は４９名、概ね１時間以内に参集可能な近隣市町村の居住者が

２９名で、合わせて、１時間以内に参集可能な割合は全体の６７％で７８名となります。

職員自体が被災者となる可能性も考慮すれば、更に少ない人員で初動の対応を行わなけ

ればならないことが想定されます。 

 初動の対応と致しましては、役場での災害対策本部の立ち上げを始めとし、避難所の

開設・運営、備蓄品の供給や救援物資・救援活動の受け入れ等になります。尚、避難所

の運営に関しましては地域の自主防災組織や消防団と連携して実施することとなってお

ります。 

 ２点目の、防災備蓄品の備蓄状況でございます。 

 先般ご視察頂いた通り、役場水防倉庫、山田小学校体育館、青少年グランド備蓄倉庫

並びに山田倉庫にそれぞれ備蓄し、台帳により備蓄場所や数量及び食料の賞味期限等の

管理をすると共に、毎年、備蓄品の確認、整理を行っているところでございます。 

 地域防災計画で定めておりますアルファ化米等を始めとする重要８品目は主に役場倉

庫に備蓄をしております。その他の備品は他の３ケ所に保管しているところでございま

す。 
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 議員からもご指摘頂きました山田倉庫に関しましては、老朽化している上に防災備蓄

品以外の備品と混在をしていることから、まずは役場水防倉庫の整理整頓により備蓄場

所の確保拡大を図ると共に、青少年グランド備蓄倉庫、山田小学校体育館備蓄倉庫、そ

れぞれには幾分かの余裕がある為、山田倉庫の備蓄品を移動の上、整理していきたいと

考えているところでございます。 

 ３点目の、救援物資や救援活動の受け入れについてでございます。 

 町立総合体育館並びにスポーツ公園総合グランドで行うこととしております。 

 尚、本町における災害時は本町役場に災害対策本部を設置し、職員の配備や災害救援

物資、支援等情報の収集・発信・調整を行い、救援物資の備蓄拠点として、又、保管場

所が不足する場合においては、大阪南農業協同組合と締結しております災害時の支援に

関する協定に基づき、役場に隣接しております太子営農経済センターを保管場所として

活用させて頂くこととしております。庁舎内の万葉ホールに設置された避難所を他の避

難所との連携を図って運営を行い、防災拠点の役割を果たしていくこととしておるとこ

ろでございます。 

 最後に、防災センターの設置についてのご質問でございますが、防災センターという

言葉を聞きますと最初に頭に浮かぶのが、９年前の東日本大震災で大きな被害がござい

ました南三陸町の防災センター、防災庁舎のことでございます。当時の危機管理課の担

当の女性職員が、津波の危険を顧みず、防災無線のマイクで住民に避難を呼びかけ続け

たことは脳裏から離れません。 

 一般的に防災センターとは、１つ目、防災に関する知識と技術を総合的な体験を通し

て学習し、又、防災について学術研究する施設、２つ目として、災害時の防災拠点とな

る施設に概ね大別されております。 

 ご質問の施設は後者の施設で、特に地震により被災した自治体が防災機能の強化を図

る為等、備蓄の増強や支援物資の受け入れ、配送、支援活動の受け入れ、並びに情報収

集・発信を行う拠点として整備が行われている施設に類するものと考えます。 

 防災拠点として災害対策本部が設置される役場及び周辺施設を含め、避難所等の機能

を限られた人数で有効に活用、運用する為の方策として、議員が提案して頂いておりま

す防災センターの整備につきましては、今後、高い確率で発生が想定されております南

海トラフ地震を始めとして、あらゆる災害に対応する為にも、所謂、防災に対する備え

として避けて通れない課題と考えております。先進事例も含めて調査研究して参りたい
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と考えているところでございます。 

 近年、我が国は毎年のように自然災害に見舞われております。その教訓を糧として、

常日頃から災害に対する備えを行い、安全安心なまちづくりを進めて参りたいと考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 中村議員。 

○２番（中村直幸君） 改めて、事細かくご説明を頂きましてありがとうございます。 

 発生する災害については備え以外に戦うものはないと私は思っておりますので、今ご

答弁頂いたことを、是非、早急にまとめて頂くことを要望致しまして、私の質問を終わ

ります。ありがとうございます。 

○議長（森田忠彦君） これにて中村議員の質問を終わります。 

 それでは、ここで暫時休憩と致します。 

（午前１０時１５分 休憩） 

                                       

（午前１０時３０分 再開） 

○議長（森田忠彦君） それでは、再開致します。 

 次に、４番目、阪口議員の質問を許します。 

 阪口議員。 

〔５番 阪口 寛君 登壇〕 

○５番（阪口 寛君） 通告に基づきまして、一般質問を行います。 

 始めに、今、コロナウイルスが猛威を振るっています。感染され、療養されておられ

る方々に心からお見舞い申し上げます。又、３月１１日には東日本大震災と東京電力福

島第一原発事故から９年を迎えました。今尚、支援を必要とする被災者がいます。一日

も早い復興の為に国が責任を果たすことを求めます。 

 それでは、住民の命と健康を守る為に、地域医療についてお尋ね致します。 

 国の医療費抑制の政策が１９８０年代より進められてきました。１９８５年の地域医

療計画によって２次医療圏で必要病床数を設定するところから病床規制が本格化されま

した。２０１４年には医療機関から都道府県への病床機能報告が制度化され、都道府県

はそれをもとに地域医療構想を策定することになります。又、新公立病院改革ガイドラ

インが出され、地域医療構想に合わせた形で入院の病床数を全体で５万床減らす公立病
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院の改革プランを求めてきました。厚生労働省の集計では、全国の病床数削減が進んで

いません。医療費抑制に向け、病床数の削減や病院の統合、再編を進めようとしていま

すが、それぞれの地域の事情もあり、自治体や病院の理解が得られていない状況が浮き

彫りになっています。 

 このような中、昨年９月２６日、突然、全国の公立・公的病院４２４病院を名指しし

て、今年２０２０年９月までに、再編、統合、機能移転、ベッド数の削減等の計画を具

体化するよう求めてきました。 

 大阪府内では１０病院、太子町の近隣では富田林病院や藤井寺市民病院等の名が挙げ

られています。富田林病院は、住民の多くの方が利用され、太子町の開業医さんからの

紹介病院の１つになっています。又、小児救急、出産、無料低額診療等を行い、救急医

療の受け入れ、災害時の拠点病院として地域医療の役割を担っています。新型コロナウ

イルスが猛威を振るう中、病院の役割は一層増しています。感染拡大に対して検査機能

の拡大、入院・治療の拡充が求められています。 

 医療費抑制の為に病院の縮小を進めていては、いざという時に国民の命を守ることが

出来ません。本町のコロナウイルス対策をお聞かせください。 

 次に、近大病院の移転の動向についてお聞きします。 

 小児・周産期医療を含む２８診療科目の３００床規模の病院は確保するよう、町長は

近隣市町村長等と近大や大阪府に要請しました。３次救急と災害拠点病院については、

大阪府自身が２次医療圏全てに設置することを方針としていましたが、府の対応をお聞

かせください。 

 又、本町の開業医数の拡充の為、本町の西部商業地域周辺を含めて、住民の皆さんの

望む眼科、耳鼻科、皮膚科等の診療所誘致は進められないのでしょうか。 

 以上、政府が名指しで強引に進めようとする公立・公的病院の再編、統合、病床削減

に対して、地域医療を守る為には撤回を求めるべきだと思いますが、どのように対応さ

れるのでしょうか。又、住民の健康と命を守る為、地域医療の拡充の考えをお聞かせく

ださい。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 地域医療を守る為、公立・公的病院の統廃合の撤回を求

めるべきとのご質問等でございますが、質問の順番が多少前後しますけれども、私の方

からご答弁申し上げます。 



－３７－ 

 議員のご質問にもありました、昨年、公立・公的病院の統廃合を視野に入れた地域医

療構想に係る具体的対応方針の再検証要請医療機関に済生会富田林病院並びに藤井寺市

民病院が掲載されました。 

 これは、平成２９年度の全国の公立・公的病院の診療実績に基づき、診療実績が少な

い病院、もしくは近隣に類似かつ近接している医療機関がある病院の再検証が必要であ

るとされたものでございます。 

 しかしながら、令和２年１月１７日に国から都道府県に出された通達では、厚生労働

省が行った分析はあくまでも現状で把握可能なデータを用いる手法にとどまるものであ

り、分析結果をもって、公立・公的医療機関等の将来担うべき役割やそれに必要な病床

数や病床の機能分化、連携等の方向性を機械的に決めるものではなく、地域医療構想調

整会議において当該分析だけでは判断し得ない地域の実情に関する知見を補いながら議

論を尽くされたいとされているように、統合・廃止が決定されたものではございません。 

 医療法では医療圏域ごとに地域医療構想を策定することとされ、これは、その地域の

今後予想される病症構造の変化を踏まえ、持続可能な医療体制の構築を図るもの、必要

な人に必要な医療を提供し、必要な病床機能を確保するというものでございます。 

 本町が位置する南河内医療圏域でも、地域医療構想調整会議である南河内保健医療協

議会で議論、検討され、団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年に向けた切れ目のない

医療提供体制の構築に取り組んでおります。協議会は南河内地域の医師会、歯科医師会、

薬剤師会、病院関係及び市町村で構成され、本町も協議会の一員として参加してござい

ます。 

 富田林病院、藤井寺市民病院も他の病院同様、地域の実情に沿った病院の位置づけや

機能別の病床数の検討の対象であり、その検討は決して統廃合ありきのものではありま

せん。特に富田林病院では、病床の縮減や地域貢献、地域密着経営を進めていく計画を

実行する中で、現在、建て替えを進められているところであり、協議会でも一定の評価

を得ており、本町としても多くの人が利用され、今後も地域の医療を支えていく病院と

して評価しているところでございます。 

 又、近畿大学附属病院は移転後も南河内地域における３次救急・災害拠点病院として

現状の医療機能を担うことが確認され、跡地利用についても、現在、協議が進められて

いるところでございます。 

 今回の新型コロナウイルスのような特殊な感染症への対応は、感染拡大と重症化を防
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ぐ為の緊急の施策や医療体制が必要となり、その為、国は基本方針を示し、又、先日、

新型コロナウイルスの更なる感染拡大に備え、総理大臣が緊急事態宣言を行い、都道府

県知事が外出の自粛や学校の休校等の要請や指示を行うことを可能とする特別措置法が

成立する等、大阪府や府内市町村も足並みをそろえて、その中で出来ることを行ってい

くこととしており、本町においても対策本部を立ち上げ、日々変わる状況に即応すべく

対処しているところでございます。 

 尚、現在、公共施設の休業や町立小中学校の休校等、住民の皆様には大変ご不便をお

かけしておりますが、ご理解くださるようお願い申し上げます。 

 最後に、町内の医療機関の関係でございますが、医療機関の誘致につきましては今後

の検討課題の１つというふうに考えてございますが、本町の周辺地域を含めた医療体制

を含めて考えて参りたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） 国、厚労省が４２４病院の公表と再検証を要請したことに対して、

全国各地、県知事や県議会、市町村長、病院長や病院関係者から、極めて失礼な発表、

憤りを感じる、撤回することを強く求める、あるいは名誉棄損に相当する、地域医療を

守ってきた努力を軽んじている、ブラックリストだ、撤回を等、怒りの声が噴出してい

ます。 

 厚生労働省は、方向性を機械的に決めるものではないとし、橋本岳厚労副大臣は、ご

心配をかけたことを反省したい、医療機関に何かを強制するものではないと釈明してい

ます。 

 しかし、名指しし、リストの対象となった病院には具体的方針を今年の９月までに決

めるよう求めています。強制しないとしつつも期限は設定しています。その上、安倍首

相が議長の経済財政諮問会議では、今後、官民合わせて１３万床の病床削減を提案して

います。 

 南河内保健医療協議会に本町も協議会の一員として参加されています。国の言いなり

にならず、地域医療を守る立場を貫いてください。大阪府は保健所の数を減らし続け、

維新府政は二重行政の解消と称して府立病院と市立病院の統合、衛生研究所も府立、市

立を統合しました。効率性や費用削減を優先するだけでは住民の命と健康を守ることは

出来ません。 
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 太子町も高齢化が進みます。住民の皆さんは安心出来る医療体制を望んでおられます。

町長は、地域医療を守る為、どのように考えておられるのかお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（浅野克己君） 阪口議員の地域医療を守れというご質問でございます。 

 住民の命にかかわる医療の確保、これは行政としての使命でありまして、医師会、歯

科医師会、又、薬剤師会との連携はもとより、南河内医療圏域ということで、今、阪口

議員もお話し頂きました、その一員と致しまして、よりよい医療を提供出来るよう努め

ていきたいというふうに考えております。 

 又、地域医療は疾病の治療だけにとどまるものではなく、医療を支える介護や保健、

福祉等が連携致しまして、地域の医療課題を解決していくことが地域医療として大切だ

というふうに思っております。 

 その為に、これまで本町におきましては、医療と介護の連携を始めとし、予防、生活

支援が切れ目なく一体的に提供される枠組みとなります地域包括ケアシステムの構築を

進めて参りました。これからも、より積極的に取り組むことで地域医療をよりよいもの

にしていきたいというふうに思っております。 

○議長（森田忠彦君） 阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） 地域医療構想も地域包括ケアシステムも、それぞれ地域の実情を

反映したものを地域で作り上げていくことが重要です。公立・公的４２４病院の名指し

リスト公表のように、国から一方的に指示されるものではありません。 

 医療と介護の連携ということで、２問目、介護保険制度について質問を行います。 

 介護保険制度が始まってから間もなく２０年になろうとしています。高齢者の介護を

社会全体で支え合う仕組みといって導入されました。ところが、政府は制度改悪を繰り

返し、国家的詐欺と言われるまでに介護の危機は深刻化しています。老々介護に疲れ果

てた高齢者夫婦の無理心中や、働く人が家族の介護の為に仕事をやめる介護離職も後を

絶ちません。もはや社会保障と呼べないものになっています。 

 ２０２１年度から第８期として次期介護保険制度改定が行われます。高額介護サービ

ス費の負担限度額の引き上げや、施設を利用する低所得者の食費の自己負担が増やされ

ます。厚生労働省の社会保障審議会介護保険部会は、軽度者（要介護１・２）の生活援

助の見直し、ケアマネジメントの有料化、多床室の室料負担等を引き続き検討していま

す。財務省は利用者負担を原則２割にすることも求めています。 
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 これ以上の負担増、給付削減は高齢者にも、それを支える現役世代にも痛みを押しつ

けるもので、許せません。 

 要支援者から介護給付を外して、介護予防・日常生活支援総合事業が始まっています。

総合事業は、多様な担い手と称して、基準緩和型サービスやボランティア主体等、専門

職以外による安上がりのサービスを拡大しようとしています。全国的には担い手不足が

深刻で、要支援の人達が必要なケアにつながらず、状態を悪化させる結果も生んでいま

す。 

 本町は総合事業をどのように評価されているのでしょうか。介護保険制度が本来の役

割を果たす為には国庫負担を増やす以外にはありません。町として、国にどのように働

きかけているのでしょうか。又、介護保険は自治事務でもあります。保険料の抑制、利

用料の減免についての考えをお聞かせください。 

 次に、高齢者の生活を支える施策についてお尋ね致します。 

 町長は、高齢者の外出支援施策として３つの柱で地域公共交通の拡充、買い物支援、

福祉タクシーの活用に取り組むとされていました。福祉タクシーの活用について、この

間、何度も一般質問で取り上げてきました。現在の福祉タクシーの助成内容と今後の助

成制度をどのように取り組まれていくのか、お聞かせください。 

 地域公共交通は６月から実証運行が始まります。支線交通は、金剛バスに対して民業

圧迫にならないようにと大きな配慮がされています。デマンドワゴン車等はサロン送迎

等に活用されるとのことですが、町内の福祉タクシー業者の圧迫にはならないのでしょ

うか。福祉タクシー業者は専門職でもあります。住民が利用しやすいような助成制度を

求めます。 

 更に、安否確認にもつながるごみ出し支援についてお尋ね致します。 

 西田議員が２０１４年３月議会でごみ出し困難者の援助について質問しています。高

齢化の状況は更に進んでいます。今の町内のごみ収集の状況をお聞かせください。 

 家庭ごみを１人で集積所まで出しに行くことが困難なひとり暮らしの高齢者や障がい

者が増えています。総務省は、こうしたごみ出しが困難な状況にある高齢者や障がい者

等の世帯に対して市区町村が行うごみ出し支援事業を特別交付税の対象に加えました。

具体的には、ごみ回収事業での戸別回収に伴う増加経費や、ＮＰＯが行っている場合は

ＮＰＯへの補助金、社会福祉協議会に委託している場合は委託料等に対して、その半額

（措置率０.５）を特別交付税措置します。 
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 ごみ出し困難な住民が増えることは確実です。本町として、各団体にも周知すると共

に、交付金の活用が出来ないか、お尋ねします。 

 以上、答弁をお願い致します。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（横田 勝君） 介護保険制度改悪を許すなとのご質問について、私の方

からご答弁申し上げます。 

 まず、３年ごとの介護保険制度の見直しにつきましては、国の社会保障審議会介護保

険部会において、令和３年度から始まる第８期介護保険事業計画の内容に関し、地域共

生社会の実現、医療と介護の連携や認知症施策の総合的な推進等、様々なテーマについ

て議論が進められているところでございます。 

 その中で、高額介護費自己負担上限額の引き上げ及び補足給付に関する給付のあり方

について見直しされることとなりました。又、議員よりお示し頂いております軽度者

（要介護１・２）への生活援助サービス等に関する給付のあり方及びケアマネジメント

に関する給付のあり方、並びに多床室の室料負担、利用者負担原則２割化については、

引き続き、国の動向を注視して参りたいというふうに考えてございます。 

 次に、本町の介護予防・日常生活支援総合事業、所謂、総合事業につきましては、平

成２９年４月より開始して約３年が経過し、一般介護予防事業等も含め、地域支援事業

全体についての評価、検証が必要であるというふうに考えてございます。 

 住民主体の訪問型サービスや通所型サービス等、多様なサービスの創出による介護事

業所への影響につきましても検証する必要があると考えてございますが、本町の高齢化

が今後も進む中、必要となる様々なサービスを見極めながら検討していくこととしてご

ざいます。又、保険料の抑制や利用料の減免につきましても、国の制度設計に基づき、

引き続き適切に対応して参りたいというふうに考えてございます。 

 何れに致しましても、高齢者の生活を支える重要な社会保障制度である介護保険を持

続可能で安定的な制度とすべく、国において検討が進められており、本町と致しまして

も、先程の制度の見直しと同様、その動向を注視すると共に、調整交付金の国負担率２

５％の外枠化等、介護保険財政全体に係る様々な諸課題に対し、今後も町村長会を通じ、

大阪府や国に働きかけて参りたいと考えております。 

 ２点目の、高齢者外出支援の中の福祉タクシー助成についてでございますが、町内に

は福祉タクシー事業者が３事業者あり、公共交通の利用が困難な高齢者や障がい者が利
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用されています。又、平成３０年度から対象事業者を拡大した重度障がい者リフトつき

タクシー利用助成につきましては、身体障害者手帳１・２級を所持し、かつ車椅子使用

者で、一般の交通手段を利用することが困難な方を対象とし、上限１千４００円の助成

券を１ケ月当たり２枚発行しており、今年度の実績は２月末現在で２２名の方が利用さ

れている状況でございます。 

 尚、本助成事業に要介護者等を含めて対象者を拡大した福祉タクシー助成につきまし

ては、先程の山田議員の質問の際にご答弁を申し上げました通り、地域公共交通の実証

実験を検証しつつ進めて参りたいというふうに考えております。 

 ３点目の、安否確認にもつながるごみ出し支援の取り組みについてのご質問につきま

しては、平成２７年の国立研究開発法人国立環境研究所の調査報告によりますと、今後、

急速に進展する高齢化、核家族化等により、ごみ出しが困難な住民が増えると回答した

自治体が約８７％となっており、特に都市部を有する自治体で、高齢者のごみ出しを課

題として認識している割合が高い結果となっております。こうした状況の背景には地域

のつながりの希薄化があるとの指摘もございますが、高齢化の進展により、今後におい

ては、ごみ出しが出来なくなる、不適切なごみ出しをする等の課題も想定されていると

ころでございます。 

 こうした中、高齢者がいつまでも住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう、平成

２９年４月から総合事業を実施し、町の実情に合わせたサービスの提供が可能となりま

した。 

 ご質問にもありますごみ出し支援等の生活支援サービスに関しましては、元気な高齢

者を含めたボランティアや社会福祉法人、民間企業等様々な担い手が期待出来、単なる

サービスの提供にとどまらず、高齢者の社会参加や生きがい、多様な方々の参画による

支え合う地域づくりの効果も期待出来るところでございます。 

 本町における高齢者世帯に対するごみ出し支援の現状につきましては、総合事業の訪

問型サービスＢにより側面支援を行っているボランティア団体が、支援を必要とする高

齢者世帯に対し、安否確認にもつながるごみ出し支援の他、買い物支援等の生活支援を

行っており、地域内で自主的に助け合う仕組みが成り立っている事例がございます。本

町と致しましては、まずは既存サービス及び側面支援の充実、検証を行い、町の実情に

合った具体的な生活支援の創出に向け、取り組んで参りたいというふうに考えてござい

ます。 
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 又、ごみ出し支援に対する特別交付税措置に対しましても、国の動向を注視しつつ、

関係部局と調整を図りながら、高齢者社会に対応したごみ出し支援のあり方について調

査、研究をして参りたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） 介護保険制度は、法改定で見直しが行われる度に利用者の制限と

住民の負担が増えています。介護事業者が受け取る介護報酬は実質的に引き下げられ、

小規模な介護事業者は採算がとれず、昨年の老人福祉・介護事業の倒産は過去最多とな

っています。又、低賃金から、ヘルパー、ケアマネジャー等介護従事者の慢性的な人手

不足も深刻さが増しています。地域で高齢者を見守ることは必要ですが、国の責任放棄

と関係者への責任転嫁が問題を深刻化させています。 

 介護保険制度は、国庫負担を増やし、利用料は無料にし、保険料は低額に抑える等、

国の責任で必要な介護が保障され、安心出来る制度に改善する必要があるのではないで

しょうか。町長の見解をお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（浅野克己君） 介護保険制度についてということでお答えを申し上げたいと思い

ます。 

 介護保険は、高齢者にとりまして大変重要な施策と認識を致しております。介護が必

要な高齢者を社会全体で支える仕組みと致しまして定着し、又、生活の安定と安心の基

盤をしっかりと支えているところであります。 

 介護保険制度は、３年間の事業計画を策定し、介護福祉の推進を図っており、令和２

年度は第７期計画の３年目となりますが、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の

最後まで続けることが出来るように、地域包括ケアシステムの構築を積極的に進めてい

るところであります。 

 私と致しましても、高齢者が住み慣れた地域で、そして、健康で自立した生活を継続

して送れることは高齢者福祉の原点であり、ひいては、みんなが支え合いつながるまち

―たいし―すべての住民が安心していきいきと暮らせるまちの実現につながるものであ

ると確信を致しております。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 阪口議員。 
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○５番（阪口 寛君） 安倍首相は全世代型社会保障という言葉を多用しています。国民

向けにはいかにも、子育て等、若い世代向けの施策を手厚くするように聞こえますが、

その一方で、社会保障費の自然増を抑制するという姿勢は変わりありませんから、結局、

高齢者向け社会保障予算を削減するということになります。しかし、社会保障の削減は

高齢者だけの問題ではありません。将来に渡って年金を削り続ける政策は、将来、年金

給付を受け取る若い世代を直撃します。介護保険の給付が削減されて困るのは高齢の親

を抱えた現役世代です。首相の言う全世代型社会保障とは、医療、介護を最大の標的に

し、まさに全世代に負担を強いるものです。 

 地方自治体の役割は福祉の増進です。国が住民の暮らしを脅かすなら、自治体が防波

堤の役割を果たすべきだと思います。町長は国や府の悪政から住民の暮らしを守る決意

がおありでしょうか、答弁をお願い致します。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（浅野克己君） 全世代型社会保障改革と地方自治体の役割ということでご答弁申

し上げたいと思います。 

 団塊の世代が全て７５歳以上になります２０２５年に向けて、全世代型の社会保障へ

の転換を図り、子育て世代を始め現役世代にも支援を広げようとするものであり、妊娠、

出産から介護までをカバーする社会保障制度であると認識を致しております。 

 全世代に社会保障を広げるにおいて、将来、必要となる負担を全世代でどう分かち合

っていくのか、又、給付をどのようにしていくか等、今後、改革の全体像と工程表が示

されることとなりますが、何れに致しましても、将来の社会保障を見据えた中、住民の

皆様が安心して、又、健やかに暮らしていけるよう、これからも努めて参りたいと考え

ております。 

○議長（森田忠彦君） これにて阪口議員の質問を終わります。 

 次に、５番目、西田議員の質問を許します。 

 西田議員。 

〔６番 西田いく子君 登壇〕 

○６番（西田いく子君） 通告に基づきまして一般質問を行います。 

 ４月の町長選挙が目前に迫りました。そこで、浅野町長の３期１２年についてお尋ね

します。 

 誰もが住みたくなる、住み続けたくなるまち太子町、挑戦、そして実現と書かれた後
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援会だよりを拝見致しました。浅野克己町長の４年間の主な取り組みとして、１、子育

て支援パッケージ、２、高齢者を始めとする生活に必要な公共交通体系の充実、３、都

市計画道路を整備し、商業施設の誘致、４、住民が集う生涯学習施設の建設、５、地域

コミュニティの活性化が書かれています。この１から５についての具体的な事業や、そ

の事業に対する評価をお聞かせください。 

 特に２、高齢者を始めとする生活に必要な公共交通体系の充実について、私達日本共

産党は、実証運行も６月からであり、まだこれから住民の声を聞いて進めなければなら

ないことだと思っていますので、この後援会だよりに書かれております目標通りに実現

という認識でよいのか、少々、疑問に思っております。 

 町長は公の場で、公共交通と福祉施策は違う、福祉施策を後退させるつもりはない、

又、乗り合いワゴン車の運行は２台でも３台でも走らせる、走らせたい、こんな感じで

おっしゃっておられました。ところが、１月広報の地域公共交通について考える２１で

は、現在の総合福祉センターバスと予約型乗り合いワゴンは２０２０年（令和２年）５

月末をもって一旦停止すると書かれており、福祉センターバスも一旦停止ですし、増や

すとおっしゃっていたのにワゴン車も停止です。町長がおっしゃっていたこととの整合

性に問題があるのではないでしょうか。これで福祉施策が後退していないと言えるので

しょうか。 

 又、生涯学習施設建設は、議会が附帯決議や予算の修正動議等、町の進め方に問題が

あると指摘し、生涯学習施設建設調査特別委員会が設置されました。建設場所から再検

討されることになり、当初の予定からは遅れることになりましたが、特別委員会で一つ

一つ確認をとりながら、２５回目の特別委員会でほぼ形が見えてきました。町長も、太

子町らしい生涯学習施設が出来ようとしている、議論があって前に進んでいる、喜んで

もらえる施設にしたいとおっしゃっておられました。このように議論を重ねて事業を前

に進めてきたのに、観光・まちづくり協会移転のように、土地を購入して新たに建てる

計画が突然提案されること等がありました。議論しましょう、合意を得ながら前に進め

ましょう、限られた予算の中で等、このことが生かされていないように、この観光協会

の移転では感じるのです。ここに１２年間のおごりがあらわれているのではと感じるの

です。おごりと感じられる行政運営に対する反省はないのでしょうか。 

 浅野町政１２年間を振り返っての積み残した仕事とは一体何でしょうか。 

 以上、答弁をお願い致します。 
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○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（浅野克己君） 私のこれまでの町政運営についてという質問でございます。 

 私は平成２０年４月に、議員各位始め住民の皆様方の温かいご支援、そして又、ご指

示を頂きました。そして、これまで３期１２年にわたりまして町政を担わせて頂いたと

ころであります。 

 １期目は、本町の財政状況が非常に厳しい状況にあったことから、住民の皆様のご協

力のもと、行財政改革の取り組みを進めたところでありますが、これらの成果を土台と

して、２期目、３期目には、誰もが住みたくなる、住み続けたくなるまち太子町を掲げ

まして、住民本位の行政を強力に推進させ、持続可能なまちづくり、経営の確立と活力

ある魅力的なまちづくりを、そして又、平成２８年度からスタート致しました第５次太

子町総合計画における、人と自然と歴史が交流し、未来へつなぐ和のまち・たいしの実

現に向けて、全力で進めて参りました。 

 お尋ねの、私が進めて参りました５つの取り組み項目でございますが、１点目の基本

目標であります、こころ健やかで元気に暮らせるまち太子の実現に向けた取り組みと致

しまして、通院医療費助成について中学校修了までの拡充や、住民の健康増進を進める

為の健康マイレージ事業に加えまして、そして、３期目には子育て支援パッケージとし

て、太子町子育て包括支援センター設置を始め、不妊治療に要した医療費の一部助成、

出産祝い品の贈呈、幼稚園・保育園の保育料軽減、小中学校の入学者への祝い品贈呈を

１つのパッケージとして推し進め、目標通り達成出来たものと考えております。 

 そして又、２つ目の基本目標であります、支え合い、安心して暮らせるまち太子の実

現に向けた取り組みと致しましては、公立学校耐震化率１００％の達成や、防災行政無

線の個別受信機デジタル化、防犯カメラ設置補助金の創設等を行うと共に、３期目には、

高齢者を始めとする生活に必要な公共交通体系の充実を図る為の太子町地域公共交通会

議を設置し、そして、今年の６月には公共交通空白・不便地域の解消の為、コミュニテ

ィバスの実証運行を予定する等、目標達成に向けて着実に取り組んでおります。 

 次に、３つ目の基本目標であります、活力と魅力にあふれる個性豊かなまち太子の実

現に向けた取り組みと致しましては、太子町観光・まちづくり協会の設立を始め、竹内

街道交流館の建設、地域を舞台とした映画、あしたになればの制作と、そして、３期目

には都市計画道路、太子西条線を整備致しまして大型商業施設の誘致による利便性の向

上に努めてきたところでございますが、更に誘致活動を進めていきたいというふうに考
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えております。 

 ４つ目の基本目標であります、豊かな自然・歴史と共に育つ、誇りある太子の実現、

これに向けた取り組みと致しまして、中学校の完全給食の実施を始めとした山田小学校

体育館の改築、小中学校の普通教室の空調整備等の教育環境の充実に向けた取り組み、

そして、３期目には住民が集う生涯学習施設の建設を掲げ、その目標達成に向けまして、

議員の皆様ともご協議をさせて頂きながら、図書館を併設させた（仮称）生涯学習施設

の実施設計を仕上げるに至っている状況であります。 

 最後に、５つ目の基本目標であります、みんなで歩む協働のまち太子の実現に向けた

取り組みと致しましては、青色防犯パトロールを始めと致しまして、総合福祉センター

指定管理制度の導入、又、住民主体の太子町時代行列・雅楽隊の設立の支援等を行って

おります。 

 ３期目におきましては、地域コミュニティの活性化に向けた町会・自治会の加入促進

としてのＰＲ等の活動を進めたものの、社会的な風潮もありまして、加入数は減少傾向

となっておりますが、若者世代の転入・定住を促進させる三世代同居・近居支援補助金

事業が功を奏しまして、制度の活用者が増えている等、総合的に見て、目標を達成出来

ているというふうに考えております。 

 このような取り組みを振り返ってみますと、いまだ道半ばで積み残した未達成の施策

や、又、取り組みを進めなければならない課題があるものの、概ね目標に届いているの

ではないかと自分なりに評価を致しているところであります。 

 そのような中、特に太子町地域公共交通につきましては、先程、山田議員のご質問で

ご答弁を致しましたが、現在、運行しております乗り合いワゴン及び福祉センターバス

の再編を含め、本町の将来を見据え、交通弱者、とりわけ高齢者への外出支援策におい

ては生活支援を含めた相談窓口の設置や、又、新たな移動サービスへの移行を図る等、

持続可能な本町の地域公共交通の実現を目指して検討を重ね、実施に向けての計画を進

めているところであります。 

 ところで、３月４日の総務まちづくり常任委員会におきましては、本年６月からの実

証運行に向け、太子町コミュニティバス運行に関して運賃等についてのご審議を頂けた

ところであります。今後におきましても、より多くの住民の方にご利用頂ける、又、持

続可能な地域公共交通の構築に向けまして取り組みを進めて参ります。 

 令和２年度当初予算につきましては、任期満了に伴います町長選挙が４月に控えてい
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ることから、所謂、骨格予算として義務的経費を中心に編成させて頂いたところであり

ますが、地域公共交通事業、観光まちづくりの拠点整備及び総合スポーツ公園のトイレ

改修事業等につきましては、前年度からの継続事業として本予算に必要な経費を計上さ

せて頂いているところであります。 

 中でも観光まちづくりの拠点整備の（仮称）太子町観光案内所整備事業につきまして

は、日本遺産である竹内街道の魅力度アップ、そして又、来年に迎えることとなります

聖徳太子没後１４００年に向けた町の機運の醸成、更には本町の情報発信力の向上が急

務と考えられることから、昨年９月定例会に補正予算をお願いし、この間、議会と共に

協議を重ねてきたところでもあり、それを踏まえて継続事業とさせて頂いたものであり

ます。 

 以上、３期１２年間、町長として町政運営を進めてきた内容につきまして、５つの基

本目標に沿って、積み残した課題等も含めて述べさせて頂きましたが、この間、我が町

太子町の将来を見据えつつ、地域の安全安心、持続可能なまちづくりに向けまして、全

身全霊で取り組んできたところであります。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○６番（西田いく子君） 日本共産党は、浅野町政とは是々非々で、いいものはいいと評

価してきましたし、悪いものは悪いと批判し、又、提案もして参りました。 

 子育て支援では、学校施設の耐震化や普通教室のエアコン設置、中学校給食実施、保

育の副食費無償化、放課後児童会の充実等、私達も議会で実現を迫ってきた子育て支援

ですし、浅野町政がやってきた実績として住民の皆さんにも喜ばれている施策です。又、

中学校卒業までの子どもの医療費助成は、大阪府内でもいち早く実施し、近隣自治体の

水準の引き上げにもなりました。しかし、今では高校卒業までの自治体も増えており、

お隣の河南町では昨年の１０月から２２歳まで実施されております。又、給食費の無償

化が子育て支援策として全国に広がっています。田尻町は府内初の給食費無償化に踏み

切りました。千早赤阪村は給食費助成を実施しています。実績を踏まえて、更なる充実

が求められていると思うのですが、今後の子育て支援をどう考えているのでしょうか。 

 公共交通の問題はこれからだと思います。目標通りに達成という一段落を置ける段階

ではないと思います。実証運行で走らせてみて、住民の声を聞いて、これからも見直し

ていくと、公共交通の会議の中でも議会でも答えておられます。福祉施策の充実は、今
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後、どう進めていくのでしょうか。 

 ３の都市計画道路を整備し、商業施設の誘致や、４の住民が集う生涯学習施設の建設

は目標に届かずです。今後の公約はどうなっているのでしょうか。 

 ５の地域コミュニティの活性化は達成したとの評価のようですが、これで終わりなの

でしょうか。次に実施しようと思っていることがあればご答弁をお願いします。 

 又、向少路の土地利用は、商業地に医療の誘致は出来ないのか、観光のあり方は等、

町長が掲げる、誰もが住みたくなる、住み続けたくなるまち太子町を実現する為にどう

していこうとお考えなのでしょうか。 

 １２年の経験、１２年の反省を生かした今後の取り組み、公約について、又、公約を

掲げる以上は、もし数字がわかっているものがあれば数字も挙げて答弁をお願いします。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（浅野克己君） 西田議員から、これから先のことという形でご質問を頂きました。 

 私は１２年間、太子丸の船長と致しまして、職員と共に行財政改革という大変厳しい

航海に出ました。その間１２年、住民の皆様はもとより、議員皆様のご理解とご協力を

頂いたこと、そして、何より職員が一丸となり、船員としての役割を果たしてくれたこ

とが、一歩一歩ではありますけれども、着実な行財政改革の前進につながったものと自

負致しております。 

 しかしながら、将来を考えますとまだまだ厳しい財政状況ではありますが、この間、

地道に積み立てを致しておりました基金の活用によりまして、長年の懸案でありました

生涯学習施設も設計図面から施工へと進んでおります。又、先に述べました５つの基本

目標での積み残した課題等を説明させて頂きましたが、この間、太子丸の船出により、

積み残した課題と表現を致しましたが、言い換えれば、それは太子丸では積み切れなか

ったものであるというふうにも考えております。それは日本全体の問題でもあり、そし

て又、本町においても深刻な人口減少、それに伴う経済的な不安、そして少子高齢化へ

の対応であります。 

 次の４期目の公約とのことでございますけれども、まず、３期目の子育て支援パッケ

ージに次ぐ、産み育てやすい環境整備として、現在、新型コロナウイルスの対策が急が

れる中、子どものインフルエンザの予防接種費の助成や子ども医療費助成の更なる拡充、

そして、子どもの貧困対策や多子世帯を支援する為の学校給食の負担軽減を図る等、こ

れまで以上に子育てへの支援を進めて参ります。 
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 又、学校教育では子ども達の一人ひとりに創造性を育む教育、ＩＣＴ環境の実現に向

けて国が進めておられますＧＩＧＡスクール事業を積極的に進めて参ります。 

 地域公共交通では太子町初のコミュニティバスを運行し、住民の移動手段の拡充や、

そして又、山田議員からもご指摘がありました高齢者や移動困難者への外出支援とつな

がるよう、引き続き検討を行い、太子町版の地域公共交通体制の構築に努めて参ります。 

 こういった積み切れなかった荷物、所謂、私が携わった第５次の太子町総合計画の事

業を完成する為には、太子丸よりもう少し大きな船を購入する必要があるのではないか

というふうに考えております。その為にも、先程、村井議員の質問でご提言がありまし

た自主財源の確保、本当にこれが必要になるというふうに考えております。太子町の地

域のポテンシャル、これを生かした積極的な企業誘致を進め、財源の確保を始め住民の

雇用促進につながればというふうに考えております。 

 又、この船出が持続可能な運航となるようにエンジンをハイブリッド型にする為には、

新たなる行財政改革に取り組み、事業の選択と集中、そして、事業手法の改善等、行政

運営の効率化や、又、コスト削減等行政改革を進めると共に、自主財源の確保を図り、

健全で安定した財政基盤を確立して参ります。その為にも、住民の身近な声を聞く町長

直通便を引き続き実施致しまして、全ての質問、相談にお答えして参ります。そして、

生涯学習施設整備や地域公共交通で学んだ専門的見地からのご意見、又、地域住民の声

をいかに町政に反映するか、しっかりと考え、１２年間で学んだ経験を活用致しまして、

今の時代に合った町政運営を進めて参ります。 

 これらの経験を生かしまして、私自身、船長と致しまして、そして又、船員となる職

員と共に、誰もが住みたくなる、誰もが訪れたくなる和のまち太子へとかじをとり、新

たなる出航を決意致しております。よろしくご理解とご指導を賜りますよう、お願いを

申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○６番（西田いく子君） 町長と私も議員になって２０年は過ぎたんですけれども、町長

と町会議員時代から一緒にさせて頂いております。太子町が太子町として今ここにある

のも、合併協議会が立ち上がった時に、その当時の議員が、それはだめだということで、

町長はたしか反対の立場で、太子町を守るという立場でいらっしゃったと思います。そ

して、今、太子町がある訳なんですけれども、何でしょうかね、この４年間、特に生涯

学習施設建設で議会とも色々あったことに象徴されているのですけれども、どこで誰が
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いつ決めたのかと思うようなことが多かったように思うのです。観光協会についても、

進めていく訳ですけれども、もっと、つくるのだったら中身をよくするということも手

を入れていかなければならないと思うのですけれども、何か、案のまま計画になって進

みそうな勢いですので、それではちょっといけないのではないかなと思うんです。だか

ら、合意形成を一つ一つ積み上げてこなかったことが、今、ちょっと太子町から活気を

奪って停滞を招いてきたように思うのです。他に２名の方が候補者として名乗りを上げ

ておられる訳ですけれども、そういった文章が見受けられるんです。 

 住民の声を聞く場を設けようと、ワークショップであったり、説明会であったり、ア

ンケート調査であったり、様々な努力はされているのです。それは本当に素晴らしいこ

となんですが、ただ、その後、住民さんが言ったことが反映されているなと思えばよか

ったと思うんですけれども、何も反映されていないと感じるような聞き方では、せっか

くの事業も施策も心から喜べないのです。それがちょっともったいないと思いませんか。

是非、住民の声を聞き形にする、合意形成に力を注ぐことを考えて頂きたいと思うので

す。その為にも太子丸に乗っている職員さんが大切だとおっしゃいました。職員さんが

十分に力を発揮出来る職場環境にならなければ住民さんの為にもならないと思うんです。

本当に職員さんは頑張ってくれていると思うのを町長は一つ一つ、それは子どもではな

いのですけれども、でもやっぱり認めて頂いて、声をかけて頂いて、もっと頑張れよと

いうようなお声がけがあってもいいかなと思うんです。 

 私達は今、アンケートをとっているのですが、国保、介護、水道料金、公共料金が高

い、これは住民さんの中でいつもトップを走るのですけれども、でも、国保料を府に合

わせて、急激な負担増にならないように努力されているではありませんか。給食も、消

費税が１０％になったら値上げするかなとちょっとどきどきしていたのですが、質を落

とさずに食料の調達を、どこか安い所がないかと、それはそれは職員さん、苦労して値

上げしないように努力しているではないですか。地域公共交通のあり方、福祉施策のあ

り方で色々私は物を申していますけれども、それでも、今、ワゴン車に乗っている人と

か福祉センターバスで行っている人、一人ひとりの話を聞いて、一人ひとりに、こうい

うふうになるんですよと説明しているではないですか。それと、公共交通が走るから、

聖和台、バスが走るのに白線が消えていて、これでいいのかと議会で言いましたら、そ

の日、終わってから、もう見に行っておられるんです。そういった一人ひとりの職員さ

んのことを認めて、その人達に、こういうふうな太子町にしたいんだということをきっ
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ちり伝えて前に進んで頂きたいと思うのです。反省の弁が聞けなかったのが少し残念で

す。 

 憲法を守り、住民福祉の向上の為に前進する太子町であることを求めまして、私の質

問を終わらせて頂きます。 

○議長（森田忠彦君） これにて西田議員の質問を終わります。 

 以上をもちまして一般質問を終わります。 

 本日の日程はこれで終了致しました。 

 尚、最終本会議は明後日１９日に再開させて頂きます。再開通知は省略させて頂きま

すが、ご出席のほど、よろしくお願い致します。 

 これにて散会と致します。 

 ご苦労様でした。 

（午前１１時２７分 散会） 
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（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（森田忠彦君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、第１回定例会の最終日を迎えた訳でございますが、各委員会におかれましては

精力的にご審議を頂き、厚く御礼申し上げます。 

 会議に先立ちまして、全国町村議会議長会自治功労者表彰を山田議員が受賞されまし

た。先般の大阪府町村議町会で私が代理受領してきましたので、これより伝達を行いま

す。 

 表彰状。 

 大阪府太子町、山田強殿。 

 あなたは町村議会議員として多年にわたり地域の振興、発展に寄与されたその功績は

誠に顕著であります。よって、ここにこれを表彰致します。 

 令和２年２月６日。全国町村議長会会長、松尾文則。 

 おめでとうございます。 

○７番（山田 強君） ありがとうございます。（拍手） 

○議長（森田忠彦君） 以上で表彰の伝達を終わります。 

 本日は、全員出席して頂いておりますので、本会は成立致しました。よって、これよ

り会議を開きます。 

 直ちに会議に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付しております通りでございます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） それでは、日程第１、議案第１号から日程第１６、議案第１６号

及び日程第１７、請願第１号までの以上１７件を一括議題と致します。 

 各議案及び請願は去る３日の本会議において各常任委員会に審査を付託しておりまし

たので、その結果について、順次、報告をお願い致します。 

 まず、総務まちづくり常任委員長の報告を求めます。 

 羽山議員。 

〔総務まちづくり常任委員長 羽山茂男君 登壇〕 

○総務まちづくり常任委員長（羽山茂男君） おはようございます。 

 それでは、総務まちづくり常任委員会に付託されました議案について審査の結果を報

告致します。 
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 議案第３号、太子町コミュニティバス運行に関する条例制定の件については、審議に

おいて、定額運賃が３パターン存在することに対し、利用者にとってわかりやすい料金

設定になっているかという質問があり、コミュニティバスの運行は道路運送法施行規則

において、当該地域における一般乗り合い旅客自動車運送事業に係る運賃及び料金を勘

案するように明記され、又、国から示された取り扱いにおいても、当該地域又は、隣接

市町村等における一般乗り合い旅客自動車運送事業の運賃を目安とするとされており、

町内を運行している金剛バスの運賃を基準に考える必要があることから、畑・山田役場

線については路線が重複する金剛バスの最大運賃となる１８０円、総合福祉センター役

場線についても金剛バスの最大運賃となる１６０円と設定した、しかし、役場で降車せ

ず、次の区間のバス停で降車した場合、両区間の運賃合計が３４０円となることから、

両区間を利用する場合については運賃を２００円に設定したとのことでした。このよう

に、出来るだけ利用者の負担軽減を図る為の検討を重ねた結果、３通りによる定額運賃

での設定となったとのことでした。 

 その他、使用料の減免、幼児の運賃、収支率等の質問がありました。 

 討論においては反対、賛成それぞれの討論があり、採決の結果、賛成多数により原案

通り可決することに決しました。 

 議案第４号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備等に関する条例中改正の件については、審議において、令和２年４月から創設

される会計年度任用職員制度に要する経費に対して財政支援があるかという質問に対し、

人事給与システム改修に要する経費は普通地方交付税で財源措置されることになり、又、

新たに発生する期末手当についても同様にて財源措置されると聞いているとのことでし

た。又、自治体によっては月額給与の引き下げや期末手当及び退職手当を支給対象外と

する為に、勤務日数や勤務時間の調整が行われているようであるが、本町の対応につい

ての質問があり、本町では期末手当の支給にかかわらず、勤務状況等を踏まえながら月

額給与を設定している、又、期末手当に関しては任用期間や勤務日数に応じて定めてい

るとのことでした。 

 その他、服務の宣誓、守秘義務、同一労働・同一賃金等についての質問がありました。 

 討論においては意見を付けての賛成の討論があり、審議の結果、全員異議なく原案通

り可決することに決しました。 

 議案第１２号、令和２年度太子町山田財産区特別会計予算については、審議において、



－５８－ 

山田財産区の基金残高についての質問があり、平成３１年度末の残高見込みで約３千６

６５万３千円とのことでした。 

 審議の結果、全員、異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第１３号、令和２年度太子町春日財産区特別会計予算については、審議において、

草刈り業務委託料と財産管理補助との違いについての質問があり、草刈り業務委託料は

東谷池の木の伐採等を行うもので、財産管理補助の草刈りとは別に業務委託していると

のことでした。又、春日財産区の基金残高についての質問があり、平成３１年度末の残

高見込みで２千４３２万１千円であるとのことでした。 

 審議の結果、全員、異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第１６号、令和２年度太子町下水道事業会計予算については、審議において、企

業会計化に伴い一般会計からの繰入金が増加するのか減少するのかとの質問があり、一

般会計からの繰入金は１億７千７３６万７千円となり、昨年度より１千４１３万円増加

している、増加の要因としては流域下水道の維持管理負担金、事業認可変更の業務委託、

３条予算、賞与の引当金及び企業会計の初年度に発生する消費税特別損失等の増加によ

るものとのことでした。 

 その他、キャッシュフローや管渠の点検についての質問がありました。 

 審議の結果、全員異議なく原案通り可決することに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、総務まちづくり常任委員長から報告がありました。 

 これについて質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 次に、福祉文教常任委員長の報告を求めます。 

 寺町議員。 

〔福祉文教常任委員長 寺町幸雄君 登壇〕 

○福祉文教常任委員長（寺町幸雄君） 皆さん、おはようございます。 

 今回、福祉文教常任委員会に付託されました議案について審査の結果を報告致します。 

 議案第１号、太子町立総合福祉センターの指定管理者の指定の件については、審議に

おいて、社会福祉協議会の決算についての質問があり、毎年、社会福祉協議会の理事会
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等で事業決算等の確認がされた上で本町への報告がなされているとのことでした。２日

目の福祉文教常任委員会において、平成３０年度決算報告書が議員に対して配付されま

した。 

 その他、社会福祉協議会の利用料金以外の収入についての質問がありました。 

 審議の結果、全員、異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第２号、河南町、太子町及び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規約の変更に関

する協議については、審議において、認定審査会の頻度と認定審査件数についての質問

があり、平成３０年度の実績は年間で５０回、毎週水曜日に開催しており、本町で５５

６件、河南町で７７６件、千早赤阪村で３０２件の計１千６３４件を実施しており、１

回当たり平均３２.７件となっているとのことでした。 

 又、審査会事務局の２年の輪番制について、毎回、設置規約の変更の事務手続を行わ

なければならないのかとの質問に対し、平成１１年の基本協定に基づいており、２年と

いう期間は各団体の人事異動状況も踏まえて定められた。各団体担当としては２年とい

う期間で特に問題なく実施出来ている為、変更は検討しておらず、事務手続を毎回行う

かについては、地方自治法上、３町村で協議したことを必ず議会に諮り、規約を変更す

ることとなっている為、変更は難しいとのことでした。 

 その他、医師の意見書の迅速化等についての質問がありました。 

 審議の結果、全員、異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第５号、太子町国民健康保険条例中改正の件については、審議において、保険料

賦課限度額に達している世帯数についての質問があり、現在の９３万円では２６世帯あ

るが、９６万円に引き上げた場合には２５世帯となり、１世帯の減を見込んでいるとの

ことでした。又、賦課限度額に達する方の収入についての質問では、世帯構成等で変動

するが、国の試算では、給与収入で９３万円の賦課限度額の場合には９５０万円であっ

たものが９６万円に引き上げた場合は９８０万円となり、３０万円の上昇となるとのこ

とでした。 

 その他、軽減対象世帯数、賦課限度額引き上げの効果についての質問がありました。 

 討論においては意見を付けての賛成討論があり、審議の結果、全員異議なく原案通り

可決することに決しました。 

 議案第７号、平成３１年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

は、審議において、太子町で保険証を所持していない方がどのぐらいいるのかという質
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問に対し、被保険者証については毎年１０月の一斉更新の際に書留郵便で各家庭に送付

しているが、その際に不在等で受け取りが出来ていない方については、改めて各家庭に

対して被保険者証の更新についての案内を送付している。しかしながら、それでも受け

渡しが出来ていない方が、現在十数名おり、その方に対しては更新の案内の郵送に加え、

自宅の訪問も実施しているとのことでした。 

 審議の結果、全員、異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第８号、平成３１年度太子町介護保険特別会計補正予算（第３号）については、

審議において、町内の介護施設の閉鎖について、急に閉鎖することがあるのか、施設側

から事前に相談があるのかという質問があり、介護施設や事業所は介護保険法に基づい

て運営されており、常勤医師の急逝等でない限り、保険者である役場に事前相談を頂く

と共に、利用者に継続的なサービスが提供されるよう、他の施設や事業所の案内を行っ

ているとのことでした。 

 その他、介護サービス等給付事業の支出内訳の増減に関する質問がありました。 

 審議の結果、全員異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第９号、平成３１年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

ては、審議の結果、全員異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第１１号、令和２年度太子町国民健康保険特別会計予算については、審議におい

て、葬祭費の給付額を増額することは可能かという質問に対し、葬祭費は国民健康保険

の被保険者が亡くなられた際に一律に５万円を給付する制度であり、平成３０年度から

の国民健康保険制度の広域化により、国保運営方針に基づき府内で金額を統一している

ことから、本町だけが増額することは困難であるとのことでした。 

 その他、１人当たりの保険料の府内順位、基金の状況について等の質問がありました。 

 討論においては反対、賛成それぞれの討論があり、採決の結果、賛成多数により原案

通り可決することに決しました。 

 議案第１４号、令和２年度太子町介護保険特別会計予算については、審議において、

権利擁護事業の委託料について、高齢者虐待の報道等も行われている中、本町での事例

があるのかとの質問に対し、本町においても高齢者虐待に係る事案が年に数件あり、委

託料については、法律上どこまで踏み込んでよいのか等、対応に苦慮する場合に弁護士

や社会福祉士に相談し、支援を受ける為の経費であるとのことでした。 

 その他、マスクの在庫、サロン送迎の運行車両や生活支援・移動支援相談窓口につい
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ての質問がありました。 

 審議の結果、全員異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第１５号、令和２年度太子町後期高齢者医療特別会計予算については、審議にお

いて、被保険者数が３４人増加し、保険料が２千２００万円増加しているが、大阪府の

保険料は全国で何番目になるのかという質問に対し、令和２、３年度を対象とする第７

期の保険料については全国的な集計が出来ていない為、平成３０、３１年度を対象とし

た第６期の保険料では、大阪府の１人当たりの保険料は月額６千７５２円となり、東京、

神奈川、愛知に次いで高い方から４番目になっているとのことでした。 

 討論においては反対の討論があり、採決の結果、賛成多数により原案通り可決するこ

とに決しました。 

 請願第１号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願に

ついては、全日本年金者組合より提出され、紹介議員である阪口委員から趣旨説明がな

されました。 

 採決の結果、反対多数により不採択とすることに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、福祉文教常任委員長から報告がありました。 

 これについて質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 次に、予算常任委員長の報告を求めます。 

 村井議員。 

〔予算常任委員長 村井浩二君 登壇〕 

○予算常任委員長（村井浩二君） 予算常任委員会に付託されました議案について審査の

結果を報告致します。 

 議案第６号、平成３１年度太子町一般会計補正予算（第７号）については、審議にお

いて、（仮称）太子町観光案内所整備事業の物件補償費は予備費から捻出されるのかと

の質問があり、予備費からではなく、観光推進費の委託料からの流用を考えているとの

ことでした。 

 新型コロナウイルスの検査等の関連費用が計上されていないことに対する質問につい
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ては、未知のウイルスということで国が一括管理を行っており、検査を受けるに当たっ

て、有効なワクチンや確実に効果のある薬もないことから予防接種による予防は出来な

いとのことでした。検査については、症状の疑いがあれば新型コロナ受診相談センター

へ連絡して頂くこととしており、本町であれば富田林保健所となる。そちらに連絡をし

て頂き、感染症外来を紹介してもらい、診察を受けて、疑いのある方については検体を

採取し、検査センターに検体が送られてコロナウイルスの検査が行われる。各自治体で

は検査について一切関与出来ない状況となっているとのことでした。 

 繰越明許費の地域公共交通事業に対して、役場前バス停整備工事が年度内竣工が出来

なかったことを問う質問に対し、当初、年度内竣工を目指すべく１月２７日に指名競争

入札を行ったが、バス停上屋の資材調達が期限内に困難であることが判明し、工事期間

について年度を越えたものとする為、繰越明許費として予算計上したとのことでした。 

 その他、農業次世代人材投資資金の問い合わせ状況、飲食店舗開業補助金、二子塚古

墳の整備等についての質問がありました。 

 審議の結果、全員異議なく原案通り可決することに決しました。 

 議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予算については、審議において、総務部関

係の予算では４月からの人事体制についての質問があり、３月末で７名の管理職が定年

退職することから数年前より管理職の人材育成に努めているところで、現時点では４月

の選挙を控え、住民サービスに影響が出ない範囲での人事異動を行い、選挙後に時代に

沿った組織機構の見直しも含めた体制を整えていきたいと考えているとのことでした。 

 ４月から会計年度任用職員制度が開始されるが、影響する予算を問う質問に対し、令

和２年度から予算科目の賃金を廃止し、その分報酬に変更しているが、予算額について

は前年度とほぼ同額となっている。新たに期末手当を支給する点が異なっており、全体

の予算額としては約２千３００万円を計上している。又、令和２年度の６月支給分の期

末手当について、制度開始に伴って２ケ月分の支給となることから割り落としを行って

おり、令和３年度からは約３千５００万円を見込んでいるとのことでした。 

 その他、補正予算についての考え方、公共交通運行業務の委託先、三世代同居・近居

支援補助金、結婚新生活支援補助金、マイナンバーの町内での取得率等についての質問

がありました。 

 健康福祉部関係の予算では、予防事業の財源内訳において、国庫支出金や府支出金も

あるが、殆どが一般財源となっている。町独自でやっている助成はどのようなものがあ
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るか、又、子宮頸がんワクチンは行っていないのかという質問に対し、おたふく風邪ワ

クチン接種、ロタウイルス予防接種、大人の風疹予防接種、高齢者の肺炎球菌予防接種

があり、ロタウイルス予防接種については令和２年１０月から定期接種に切り替わる為、

今回計上している金額は９月末までとなっており、それ以降は乳幼児の予防接種委託料

へ変更となるとのことでした。又、子宮頸がんワクチンについては実施しているが、副

作用の関係もある為、積極的な取り組みは実施していないとのことでした。 

 国民健康保険特別会計繰出金事業では、本町では現在も保険料の町独自の減免を続け

ているが、広域化に伴い完全に統一されてしまうと町独自の減免はなくなってしまうの

かとの質問に対し、府内では、広域化に伴い、経過措置が終了する令和６年度に向けて

国保運営方針に定める統一基準に合わせる取り組みを各自治体で進めている。その統一

基準には保険料の減免基準についても定められていることから、完全に統一される令和

６年度には府内全ての市町村で減免基準が統一されることとなり、保険料の町独自減免

を補填する一般会計からの繰出金も廃止となるとのことでした。 

 その他、サロン送迎バス、心身障がい者の対象者数や構成、集団検診受診の目標達成

率等についての質問がありました。 

 まちづくり推進部関係の予算では、（仮称）太子町観光案内所計画平面図の修正案が

提出されましたが、全員協議会においても議員からいくつかの意見が出ている中、もう

変更は出来ないのか、変更されるとしても細かな部分だけなのかという質問があり、聞

けることはしっかりと聞く、その中で出来ること、出来ないことを判断しながら対応し

ていきたいとのことでした。 

 聖徳太子没後１４００年事業について、手作りのイベントなのか、実行委員会で決ま

ったことに無尽蔵にお金を出すのか、政教分離等についての質問があり、政教分離は大

原則であり、聖徳太子のまちということで、一定のルールを守りながらＰＲ活動を進め

ていきたいとのことでした。 

 その他、し尿のくみ取り状況、南河内環境事業組合分担金の増額理由、野良猫保護に

対するＮＰＯ活用や獣医への相談、ドローンの活用、災害対策の備蓄品等に関する質問

がありました。 

 教育委員会関係の予算では、コロナウイルスが猛威を振るい、学校が休校となる中で、

学校で働く非常勤の方や委託先で仕事がなくなり困っている方がいるかどうかとの質問

があり、学校介助員、学校校務員、司書については授業補完対応や卒業式・入学式の準
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備、新学期に向けての準備等を行い、通常通りの勤務を行っているとのことでした。学

校給食センターの委託業者については、委託会社にて従業員の収入が大きく変動しない

よう検討されており、社員は通常通り給食センターに出勤し、パートタイムの方は毎日

ではないが定期的に出勤し、研修等を受講されている状況であるとのことでした。幼稚

園においては、現在、休園しているが、預かり保育は継続して実施しており、長期休暇

と同様に朝から開放を実施している、ただし、現在の状況を鑑みて不要な預かりは避け

て頂くように案内を行っているとのことでした。 

 学校給食センター維持管理事業について委託料が３００万円程度増加している要因に

ついての質問があり、令和元年８月に新たな契約を締結した際の委託内容の見直しによ

り、従前については町が支給していた委託業者が使用する消耗品等について委託業者が

負担するように変更したこと、又、前回、３年前に契約した時点より人件費が上昇して

いることにより委託料が増加しているとのことでした。 

 その他、聖火ランナー走行時のＰＲ活動、就学援助事業、ＩＣＴ教育振興事業の通信

費や配備するパソコンについて等の質問がありました。 

 各所管の説明及び質疑が終了した後に、議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予

算に対する修正動議が西田委員他１名より提出されました。 

 内容については、６款商工費、１項商工費４千４００万円を減額し、１２款予備費、

１項予備費４千４００万円を増額するというものであり、質疑においては、なぜ商工費

を予備費に置き換えるのかという質問が提出者に対してなされ、提出者からは、設計案

について様々な意見が出ている中、このまま進めていくことへの疑問、指摘等の発言が

ありました。それに対し、土地所有者とも合意されており、６月補正になれば竣工時期

がずれてしまい、仮の事務所を設けることとなる為、余計な費用がかかってしまう等の

発言があり、それぞれの立場の意見が交わされました。 

 採決の結果、反対多数により修正動議は否決することに決しました。 

 修正動議が否決され、原案である議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予算につ

いての討論が行われ、討論においては反対、賛成それぞれの討論があり、採決の結果、

賛成多数により原案通り可決することに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 只今、予算常任委員長から報告がありました。 

 これについて質疑に入ります。 
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 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 議案第１号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第１号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１号、太子町立総合福祉

センターの指定管理者の指定の件は、原案通り可決されました。 

 次に、議案第２号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第２号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第２号、河南町、太子町及

び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規約の変更に関する協議については、原案通り可

決されました。 

 次に、議案第３号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。西田議員。 

○６番（西田いく子君） 議案第３号、太子町コミュニティバス運行に関する条例制定の

件について反対の立場で討論を行います。 

 距離運賃制にすると運賃表示板等の設備が必要、乗り換え運賃が複雑になる、運転手

への負担が大きくなる等の問題が発生する等と事務的な問題を回避する為に、利用者に

もわかりやすく運転手への負担も少ないと言いながら利用者だけに我慢を押しつける、
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３通りもの料金がある定額運賃制の名に値しない料金設定が押しつけられようとしてい

るだけではなく、金剛バスの距離運賃よりも高い料金を払わなければならない住民すら

現れます。全住民が利用出来るといっても、車に乗れない、歩いて買い物や病院に行く

のが大変な高齢者が主な利用者になるのに、高齢者にとって本当に優しくない、複雑な

料金体制です。又、身体的に移動困難者に対しての福祉施策は考えるとのことですが、

経済的に利用出来なくなるかもしれない住民は置き去りにされようとしています。 

 無料であったり、１００円のワンコインであったり、それぞれの自治体で、どうすれ

ばより多くの住民さんが利用出来るのかと努力していることをなぜ太子町は検討しよう

としないのでしょうか。 

 平成２８年１２月の予約型乗り合いワゴン試行運転利用状況報告書に、もし料金の自

己負担がある場合、いくらまでなら払うことが出来ますかとの質問で、払えないと答え

た件数が１４件、６％と書かれていました。ワゴン車に乗り、買い物、お医者さんに行

っていたかもしれないこの払えない人が外出の機会を奪われることに痛みを感じないの

でしょうか。 

 この間、実証運行は完成形ではない、検証して変えていくと言っておられました。料

金を取った時、料金を取らなかった時も実証運行に加えるべきです。住吉台くるくるバ

スの視察に行きましたが、そこでも料金を取る、無料で走らせる、この両方を試してい

ました。 

 地域公共交通会議の場で金剛バスの方が絶対に太子町が料金を取って運行しろとは一

言もおっしゃっておられません。この会議を進めている会長が、イコールフッティング

（競争条件の平等化）の観点を勝手に持ち出し、無料は望ましくない、金剛バスより安

い料金設定は望ましくないとの方向に太子町の公共交通を進めていることに問題がある

のではないでしょうか。太子町が走らせる住民の為の支線交通です。太子町の公共交通

が成功したと言えるのは、多くの住民の皆さんが利用出来る公共交通になった時です。

民業を圧迫してはならないと、金剛バスを一番に考え、距離によっては住民に金剛バス

以上の料金を押しつけ、我慢を強いる料金体系は、今まで利用していた高齢者に負担を

押しつけ、介護予防とも逆行する、住民福祉の向上を投げ捨てるものです。太子町の住

民さんが本当に喜んでもらえる地域公共交通を求めまして、反対の討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

 討論を許します。建石議員。 
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○１０番（建石良明君） 議案第３号、太子町コミュニティバス運行に関する条例制定の

件について、賛成の立場で意見を申し上げます。 

 本条例は、本年６月からの運行開始に向けて取り組んでいる地域公共交通の支線交通

である町運営のコミュニティバスに関して、道路運送法第７８条第２項及び同法第７９

条に基づく自家用有償旅客運送を行う際に必要となる事項を定めるものであります。 

 昨年の３月に策定された太子町地域公共交通網形成計画の基本方針及び目標達成の為

の施策に基づき、地域公共交通の再編と共に、将来にわたって持続可能な地域公共交通

の構築に向け、道路運送法及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき設

置された太子町地域公共交通会議で議論が行われた、道路運送法等により規定されるコ

ミュニティバスの運行をもって畑・山田地域における公共交通空白・不便地域の解消を

図るものであります。 

 又、コミュニティバスの運賃については、道路運送法等により目安とされている地域

の一般乗り合い旅客自動車運送事業、所謂路線バスの運賃と競合することなく、利用範

囲が概ね異なると考えられる役場を中心とした２区間、又、全区間での運賃設定とする

等、利用者側に立った負担軽減策が講じられております。 

 今後においてはコミュニティバスの利用状況等について絶えず変化していくものと予

測されますが、評価、検証を十分に行って頂く等、地域にとって望ましい持続可能な地

域公共交通の構築に向けた取り組みに引き続き努められるよう強く要望して、本条例制

定の件についての賛成討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 採決致します。 

 議案第３号を原案通り可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立多数でございます。よって、議案第３号、太子町コミュニテ

ィバス運行に関する条例制定の件は、原案通り可決することに決しました。 

 次に、議案第４号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。西田議員。 
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○６番（西田いく子君） 議案第４号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例中改正の件について、意見を付けて賛成

の討論を行います。 

 ２０２０年４月から始まる会計年度任用職員制度は、正規職員を原則とする地方公務

員法に、１年任期の会計年度任用職員という新たな仕組みを導入し、臨時・非常勤の大

部分を移すものであります。いつまでも非正規雇用、いつでも雇いどめ可能、生活出来

る賃金が保障されない等、会計年度単位で首切り自由の無権利職員が増大するのではな

いかと危惧されています。 

 国の２０２０年度の予算案には会計年度任用職員の期末手当が支給対象となる１千７

３８億円の財政措置が盛り込まれました。しかし、全額、財政措置されるのかがいまだ

確保されていません。その為、各地の自治体では月給の引き下げや、期末手当や退職手

当の支給の対象にならないよう勤務日数や所定勤務時間の切り詰めが起こっています。

太子町ではこのような対応はしていないとのことですが、会計年度任用職員と名を変え

ても、非正規労働者の働き方の改善にはほど遠いものになっています。 

 国に会計年度任用職員の待遇改善と正規職員を増やす為の財源確保を求めると共に、

太子町として、正規と非正規の差別と格差を是正し、安心して働き続けられる労働条件

や職場環境の改善を進めることを要望致しまして、意見を付けて賛成の討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第４号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第４号、地方公務員法及び

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例中改正の

件は、原案通り可決されました。 

 次に、議案第５号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） 議案第５号、太子町国民健康保険条例中改正の件について、意見
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を付けての賛成討論を行います。 

 医療分保険料賦課限度額を３万円引き上げる改正により、中間所得層の保険料が一定

軽減されるとのことですが、増える額は７６万円でしかなく、高過ぎる保険料を引き下

げてほしいという住民の声に応える保険料にはほど遠いものがあります。 

 低所得者対策として、法定減額の対象所得範囲が若干拡大されました。これにより保

険料の抑制が図られますが、一方で、消費税が引き上げられたことからすれば、低所得

者の負担の軽減と言うには少な過ぎます。国に対して全国知事会も要求しているように、

１兆円規模の国費増額による保険料の引き下げを求めてください。 

 国保制度は２０１８年から都道府県化が進められていますが、大阪府は国の方針を先

取りして、標準保険料率どころか統一保険料率を目指している為、今でも全国で群を抜

いて高い保険料なのに、今年度、更に９割の自治体が値上げします。 

 太子町も激変緩和の為に基金を１千３００万円投入して値上げ幅を抑える努力をして

いますが、それでも値上げになることに変わりはありません。高過ぎる国民健康保険料

の引き下げ、払える保険料を求めまして、意見を付けての賛成討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第５号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第５号、太子町国民健康保

険条例中改正の件は、原案通り可決されました。 

 次に、議案第６号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第６号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第６号、平成３１年度太子
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町一般会計補正予算（第７号）は原案通り可決されました。 

 次に、議案第７号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第７号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第７号、平成３１年度太子

町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は原案通り可決されました。 

 次に、議案第８号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第８号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第８号、平成３１年度太子

町介護保険特別会計補正予算（第３号）は原案通り可決されました。 

 次に、議案第９号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第９号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第９号、平成３１年度太子

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は原案通り可決されました。 

 次に、議案第１０号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 
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 討論を許します。西田議員。 

○６番（西田いく子君） 議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予算について反対の

討論を行います。 

 新型コロナウイルスの感染拡大により国民の間で不安が大きく広がっています。この

問題の対応の為には治療対策、検査体制、経済への対応等、抜本的な財政措置が必要で

す。とりわけ日本は、昨年１０月からの消費税増税による新たな消費不況の深まりに加

え、新型コロナウイルスの感染拡大による観光客の減少、生産休止やイベント中止等で

経済は一層冷え込み、企業の経営も国民の暮らしも危機は深刻です。 

 安倍政権の一律休校要請等も経済活動に大きな打撃を与えており、苦境に追い込まれ

た中小企業への支援や働く人が不当に扱われないようにすること等、政府は抜本的な経

済対策を強化すべきです。 

 消費税の増税で昨年の１０月から１２月期の国内総生産（ＧＤＰ）は５期ぶりに前年

比で年率換算６.３％もの大幅マイナスとなりました。今年１月から３月期も大きく落

ち込むのは必至です。 

 このような状況にありながら、安倍政権は全世代型社会保障改革を打ち出し、全世代

に負担を押しつける社会保障改悪を推し進めようとしています。安倍政権のもと、日に

日に私達の暮らしは悪くなるばかりです。国の悪政から住民の暮らしを守る町政が求め

られています。 

 太子町では、４月に町長選を控え、骨格予算であるはずです。骨格予算とは、選挙時

期等の関係から政策的な判断が出来にくい等の事由により、人件費と必要最低限度の経

費を計上する予算、議員必携には、年度当初の４月か５月に町村長の任期満了による選

挙が行われるような場合、任期が終わる町村長が自己の判断による政策的予算を当初予

算に計上することは道理上も、そして、選挙民の立場から見ても好ましくないと書かれ

ています。 

 ところが、世界的に新型コロナウイルス感染が広がり、観光にも大きな影響が出てい

る今、感染拡大に対する対策、住民の暮らしを守る為の緊急の対策にこそ目を向けるべ

きで、何を急いで、議会でもまだまだ問題点が指摘されている（仮称）太子町観光案内

所整備事業の整備を急ぐのでしょうか。行政の停滞は許されないと言いますが、新しい

観光案内所が今すぐなければ行政は停滞するのでしょうか。継続している事業、政策的

事業に多額の予算をつけるという、道理上も、選挙民から見ても好ましくない踏み込み
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過ぎの予算です。そんなことを言いながら片方で、部長を置かずに４月を迎えることの

方がよっぽど太子町役場内を停滞させ、住民に迷惑をかけることになるとはお考えにな

らないのでしょうか。職員さんが不安の中で仕事をするような役場でいいのでしょうか。

災害はいつ起こるとも知れないと言いながら、それぞれの部の責任者がいないことにな

ります。これでは話の筋が通りません。 

 太子町の住民の皆さんがいいものが出来たと思える観光案内所にすべきだと、日本共

産党は一般会計予算の修正動議を提出致しました。残念ながらこれは否決されましたが、

１階にするのか、２階建てにするのか、駐車場はどうするのか、年中無休か、食事は提

供するのか、議論はこれからです。地域公共交通もまだまだ多くの住民の方が不安を抱

えたまま、６月の実証運行をスタートしようとしています。住民の声がどれだけ反映さ

れるのか、成功の鍵はここにあると思っています。職員の知恵を集め、住民の声を聞く

町政運営を求めまして、反対の討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

 討論を許します。建石議員。 

○１０番（建石良明君） 議案第１０号、令和２年度太子町一般会計予算について賛成の

立場で討論を行います。 

 本予算は、任期満了に伴う町長選挙を４月に控え、義務的経費を中心に骨格予算とし

て編成されたもので、前年度からの継続事業である地域公共交通事業、観光まちづくり

拠点の整備や総合スポーツ公園トイレ改修事業等に加え、子育て支援や地域福祉の充実、

更には安心安全のまちづくりの為、住民生活にとって必要不可欠な経費を計上されてお

ります。 

 このように、骨格予算であっても限られた財源を効果的、効率的に配分する等、住民

サービスを切れ目なく提供することを前提とした予算編成であり、大いに評価が出来る

ものと考えます。 

 今後においても、更なる創意と工夫で限られた財源を効果的、効率的に配分し、安定

した行財政運営に努められることを強く要望して、本予算の賛成討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 採決致します。 
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 議案第１０号を原案通り可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立多数でございます。よって、議案第１０号、令和２年度太子

町一般会計予算は原案通り可決することに決しました。 

 次に、議案第１１号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） 議案第１１号、令和２年度太子町国民健康保険特別会計予算につ

いて反対の立場で討論を行います。 

 国民健康保険は、他の医療保険に加入しない全ての住民に医療を保障する制度です。

年金生活者になると多くは国保に加入します。国保は誰もが一度はお世話になる医療制

度であり、国民の４人に１人が加入する日本最大の医療保険です。 

 ところが、この大事な制度が、高過ぎる保険料の為、住民を苦しめる事態になってい

ます。自民党政権が、１９８４年の法改正で国保への定率国庫負担を半分に削減したの

を皮切りに、国庫負担を抑制し続けてきました。高過ぎる保険料を引き下げ、国保の構

造的な問題を解決する為には公費を投入するしかありません。全国知事会、全国市長会、

全国町村会等も国保の定率国庫負担の増額を政府に要望し続け、公費を１兆円投入して

協会けんぽ並み負担率にすることを求めました。又、国保には均等割、平等割という勤

労者の医療保険にはない人頭税があり、高い保険料の大きな要因になっています。日本

共産党は、国費負担を１兆円増やせば均等割、平等割をなくせると提案しています。 

 大阪府は、保険料率と減免制度を府内で一本化し、市町村が保険料軽減の為に独自で

実施している一般会計からの繰り入れをなくす方針を示しており、低所得者は軒並み大

幅な国保料値上げとなります。６年間の激変緩和措置を設けてはいますが、大幅な国保

料値上げは避けられません。令和２年度は全国で群を抜いて府内の９割の自治体が値上

げになります。 

 太子町では、昨年は基金１千万円、今年度も１千３００万円の基金を繰り入れ、保険

料の値上げ幅を抑える努力がなされましたが、連続の保険料値上げになります。住民の

暮らしは消費税増税により一層大変になっています。府内の統一化に反対し、一般会計

からの繰り入れで保険料を引き下げることを求め、反対の討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 
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 討論を許します。村井議員。 

○４番（村井浩二君） 議案第１１号、令和２年度太子町国民健康保険特別会計予算につ

いて賛成の立場で意見を述べます。 

 国民皆保険制度を支える国民健康保険は、その制度発足時には農林水産業や自営業の

方を中心とする医療健康保険制度として創設されました。しかし、その後の少子高齢化

等の社会情勢の変化や社会保障制度を取り巻く環境の変化により、国民健康保険の現状

は、被保険者の多くを年金生活者や所得の低い被保険者が占めると共に、とりわけ近年

は被保険者が大きく減少する一方で医療費は増加する等、その運営は厳しい状況が続い

ております。 

 このような状況を受け、大阪府及び府内市町村は平成３０年度から各種基準を統一す

る広域化への取り組みを進めている中、広域化３年目となる本予算案は、昨年度に引き

続き、財政調整基金の繰り入れを盛り込む等、保険料の上昇を抑制する町独自の緩和措

置を行うことで被保険者の負担増加に配慮した予算案となっており、評価出来るものと

考えております。 

 又、被保険者の健康増進につながる保健事業では、継続して実施している人間ドック

助成事業の他、集団健康診査をこれまでの夏に加えて冬にも実施する等、特定健康診査

の受診率向上と将来の保険給付費の適正化につながる事業の充実にも取り組んでおり、

この点においても一定評価出来るものと考えます。 

 このように、国・府支出金の財源確保はもとより、国民健康保険財政調整基金の活用

による町独自の緩和措置等、被保険者の負担に配慮すると共に、被保険者の健康増進に

も積極的に配慮した予算案であると考えます。 

 今後とも円滑な制度運営と健全な会計に努められますよう要望して、本予算の賛成討

論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 採決致します。 

 議案第１１号を原案通り可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立多数でございます。よって、議案第１１号、令和２年度太子
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町国民健康保険特別会計予算は原案通り可決することに決しました。 

 次に、議案第１２号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第１２号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１２号、令和２年度太子

町山田財産区特別会計予算は原案通り可決されました。 

 次に、議案第１３号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第１３号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１３号、令和２年度太子

町春日財産区特別会計予算は原案通り可決されました。 

 次に、議案第１４号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第１４号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１４号、令和２年度太子

町介護保険特別会計予算は原案通り可決されました。 

 次に、議案第１５号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 
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 討論を許します。阪口議員。 

○５番（阪口 寛君） 議案第１５号、令和２年度太子町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて反対の立場で討論を行います。 

 安倍政権は、政権復帰後の７年間で消費税の税率を現在の１０％へと２度にわたって

引き上げ、合計１３兆円もの大増税を、社会保障の為と言いながら、年金も医療も介護

も生活保護も改悪し、合計４.３兆円もの負担増と給付削減を国民に押しつけました。

格差と貧困に追い打ちをかけています。 

 全世代型社会保障検討会議が昨年１２月にまとめた中間報告では、現在の社会保障は、

給付は高齢者中心、負担は現役世代中心だ等と世代間の対立をあおりながら、高齢者に

負担増や就労を求める姿勢を鮮明にし、医療費抑制の為、団塊の世代が後期高齢者とさ

れる７５歳以上になり始める２０２２年に間に合うよう、現在、原則１割の７５歳以上

の医療費窓口負担に２割負担を導入する方針を明記しました。 

 病気になりがちな高齢者に新たな経済的負担を強いることで社会保障予算を削減、圧

縮するのが狙いです。今でもお金のことを気にして通院を控える高齢者は少なくありま

せん。窓口負担の２倍化を導入すれば、必要な受診を我慢する人達が続出しかねません。

長生きの土台を掘り崩す負担増はきっぱり撤回すべきです。 

 ２割負担の導入は２００８年に発足した後期高齢者医療制度で続いてきた１割負担原

則の大転換です。幅広い医療団体が、制度の根幹である高齢者が必要な医療を受ける機

会の確保の為、１割負担維持を求めていたにもかかわらず、その声に逆らい、負担増を

盛り込んだことは重大です。 

 政府は負担能力に応じたものと主張します。しかし、現役並み所得の７５歳以上は制

度開始時から既に３割負担です。保険料は７５歳以上も年金収入等に基づき負担してい

ます。保険料は改定の度に上昇傾向の一方、低所得者の軽減措置は次々撤廃されていま

す。負担に耐えられず、保険料を滞納する７５歳以上は年間約２０万人に達し、滞納を

理由に財産を差し押さえられた人も増加の一途です。 

 年金が、実質、目減りする中、医療にかかる費用をどう賄うか、日々苦しんでいるの

が圧倒的多数の高齢者の現実です。この実態を無視し、新たな負担増を高齢者に押しつ

ける口実に応能負担を持ち出すことは極めて乱暴です。７５歳以上の親を介護している

現役世代への打撃も計り知れません。年齢で差別する後期高齢者医療制度の廃止を求め

て、反対の討論と致します。 
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○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 採決致します。 

 議案第１５号を原案通り可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立多数でございます。よって、議案第１５号、令和２年度太子

町後期高齢者医療特別会計予算は原案通り可決することに決しました。 

 次に、議案第１６号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮り致します。 

 議案第１６号を委員長の報告の通り可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１６号、令和２年度太子

町下水道事業会計予算は原案通り可決されました。 

 次に、請願第１号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。西田議員。 

○６番（西田いく子君） 全日本年金者組合太子・河南支部、今田清秋支部長、髙谷一二

三書記長から提出された、太子町議会から政府に対して意見書提出を求める請願第１号、

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願について賛成の立

場で討論を行います。 

 請願の趣旨には、高齢化に伴い耳が聞こえにくくなって、仕事や社会生活に困る高齢

の難聴者が増えています。加齢性難聴は日常生活を不便にし、コミュニケーションを困

難にする等、生活の質を落とす大きな原因となっています。最近では、加齢性難聴によ

るコミュニケーションの減少によって、脳に入ってくる情報が少なくなることが脳の機

能の低下につながり、うつや認知症につながるのではないかと考えられています。加え

て、背後からの車両の接近に気づけなくなる等、事故や犯罪被害にも遭いやすくなるこ
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とが懸念されています。日本の難聴者率は欧米諸国と大差はありませんが、補聴器使用

率は欧米諸国と比べて低く、日本での補聴器の普及が求められています。しかし、日本

において補聴器の価格は片耳当たり概ね３万円から２０万円であり、保険適用ではない

為、全額自己負担となります。身体障害者福祉法第４条に規定する身体障がい者である

高度・重度難聴の場合は補装具費支給制度により１割負担、中等度以下の場合は購入後

に医療費控除を受けられるものの、その対象者はわずかで、約９割が自費で購入してい

ることから、特に低所得の高齢者に対する配慮が求められます。補聴器の更なる普及で、

高齢になっても生活の質を落とさず、心身とも健やかに過ごすことが出来、認知症の予

防、ひいては健康寿命の延伸、医療費の抑制にもつながると考えますとの趣旨で、その

為に、国に加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を創設することを求めてほ

しいと太子町議会から意見書を上げてほしいとの請願です。 

 国会でも、２０１９年３月の財政金融委員会で、厚労省は補聴器を用いた聴覚障がい

の補正による認知機能低下予防の効果を検証する為の研究を推進すると答弁し、麻生財

務大臣も、厚労省から提案はまだないが、やらなければならない必要な問題だと述べて

います。 

 国に高齢者への補聴器購入補助制度を求める意見書は、兵庫県議会では全会一致で可

決され、進んだ自治体の中には、全ての年齢層に対し、公的補助制度を設けている所も

あります。 

 年金者組合の２０２０年２月３日現在の調べでは、県議会で５県、６５市町村で採択、

ここ大阪府ではお隣の富田林市、又、泉大津市、摂津市、交野市、吹田市議会で採択さ

れており、年々、採択する自治体が増えています。 

 全ての国民が健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有するという憲法２５条の

精神を生かすバリアフリーが徹底されたまちづくりの為にも、高齢者の補聴器購入に国

が補助制度を作ることが高齢者の生活や健康維持を保障するものにつながるのではない

でしょうか。 

 この請願には意見書を提出してほしいとありますが、この意見書の文案は添付されて

いません。議員の皆様方の身近にも難聴で困っておられる方がいらっしゃると思うので

す。その方々の声を乗せた太子町議会としての意見書をみんなで作って国に提出しませ

んか。是非、身近におられる難聴の方、難聴で困っておられる方、お一人おひとりを思

い浮かべて頂けないかと思います。是非、本請願に議員各位のご賛同を心からお願い致
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しまして、賛成の討論と致します。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 採択、不採択をお諮り致します。 

 請願第１号を採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立３名・反対６名〕 

○議長（森田忠彦君） 反対多数でございます。よって、請願第１号、加齢性難聴者の補

聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願は不採択となりました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１８、閉会中の継続審査の申し出について、これを議題と

致します。 

 お手元に配付しております通り、議会運営委員長、広報特別委員長及び生涯学習施設

建設調査特別委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中の継続審査の申し

出がございました。 

 お諮り致します。 

 各委員長の申し出の通り、閉会中の継続審査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、各委員長の申し出の通り、閉会

中の継続審査とすることに決しました。 

 去る３日に開会して以来、本日までの１７日間、提出されました議案につきまして慎

重にご審議を頂き、厚く御礼申し上げます。理事者各位におかれましては、本会議ある

いは委員会における各議員からのご指摘並びにご意見を尊重して頂き、事務執行に反映

されますよう要望致します。 

 それでは、これをもちまして令和２年第１回太子町議会定例会を閉会致します。 

（午前１０時５５分 閉会） 

○議長（森田忠彦君） 閉会に当たりまして、町長より挨拶を受けます。 

 町長。 

○町長（浅野克己君） 令和２年第１回定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し
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上げます。 

 去る３日に開会以来、本日まで１７日間という長い会期の中、本会議並びに委員会に

おきまして慎重なるご審議を賜り、おかげをもちまして、提出致しました全ての案件に

つきまして原案通りご議決を賜り、厚くお礼を申し上げます。本定例会中に議員の皆様

から頂きましたご意見等を十分踏まえながら町政運営を進めて参りたいと考えておりま

すので、今後ともご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 又、先程ご報告がありました全国町村議会議長会、自治功労者表彰を受けられました

山田議員におかれましては誠におめでとうございます。長年のご活躍に心から敬意と感

謝を申し上げますと共に、今後におかれましても一層のご活躍をされますことをご祈念

申し上げます。 

 さて、私の３期目の任期も残りわずかとなりました。一般質問においても答弁を致し

ましたが、私にとって３期目となるこの４年間は、誰もが住みたくなる、住み続けたく

なるまち太子町を信条と致しまして、１期目、２期目での取り組みを土台に、更なる住

民本位の行政、そして、持続可能なまちづくりの確立と活力ある魅力的なまちづくりを

実現すべく、次世代を担う子ども達の健全な成長を願い、子育て支援体制・施策の充実

としての子育て支援課、子育て包括支援センターの設置や、幼稚園・保育園の保育料軽

減、出産祝い品の贈呈等を行うと共に、磯長・山田両小学校空調整備等、教育環境の充

実を図って参りました。又、住民生活の利便性の向上と地域の活性化に向け、都市計画

道路太子西条線の整備を行うと共に、商業施設の誘致を行いました。更には、道半ばで

はありますが、高齢者を始め、より多くの方々にご利用頂ける持続可能な地域公共交通

の構築に向けた取り組みを進めると共に、議員の皆様方との合意形成を踏まえ、多くの

方が待ち望んでおられる図書館機能を兼ね備えた（仮称）生涯学習施設の早期実現を図

るべく、我が町太子町の将来を見据えつつ、誠心誠意、全力で本町のまちづくりに取り

組んできたところであります。 

 そして又、今まさに本町における人口減少、超高齢社会が現実のものとなる中、これ

までにも増して持続可能な財政構造の構築が重要となることから、時代の変化をしっか

りと受けとめ、全身全霊で太子町の更なる飛躍を目指す決意を致しております。議員の

皆様におかれましても尚一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、この時期、寒暖の差が激しい気候が続きますが、議員の皆様方

におかれましては、健康に留意され、ますますご活躍頂きますことを心からご祈念申し
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上げまして、閉会の挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。 

○議長（森田忠彦君） 本日はどうもご苦労様でした。これにて散会と致します。 
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 この会議録は、書記が記載したものであるが、その内容の正確なものであることを証

明するため、ここに署名する。 
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